
　
控
え
て
い
た

山
歩
き
を
再
開

し
た
。
久
方
ぶ

り
に
マ
ス
ク
を

外
し
て
味
わ
う

山
の
空
気
は
格

別
だ
。
足
元
に
目
を
移
す
と
山

の
恵
み
の
キ
ノ
コ
た
ち
。
コ
ロ

ナ
禍
以
前
は
、
山
の
仲
間
と
採

取
し
た
キ
ノ
コ
で
鍋
を
囲
ん
だ

▼
実
は
こ
の
キ
ノ
コ
類
の
栄
養

体
に
あ
た
る
菌
糸
体
は
、
様
々

な
物
質
の
原
料
に
な
る
こ
と
が

分
か
っ
て
来
て
い
る
。
す
で
に

建
築
用
レ
ン
ガ
、
衣
料
品
と
し

て
の
人
工
皮
革
、
堆
肥
化
可
能

な
梱
包
材
や
、
代
替
肉
な
ど
は

製
品
化
さ
れ
て
い
る
。
将
来
的

に
は
、
人
の
細
胞
と
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
で
人
工
臓
器
が
作
ら
れ
る

日
が
来
る
の
も
夢
で
は
な
い
▼

近
年
、
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
の
価

格
高
騰
が
歯
科
業
界
に
暗
い
影

を
落
と
し
て
い
る
。
有
限
な
天

然
資
源
を
消
費
し
続
け
る
の
で

は
な
く
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進

歩
に
よ
り
再
利
用
可
能
な
代
替

材
料
が
開
発
さ
れ
る
こ
と
を
切

に
願
う
▼
私
た
ち
に
と
っ
て

は
、
自
ら
生
産
で
き
な
い
物
を

消
費
せ
ず
に
済
む
世
界
が
真
っ

当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
す
べ

て
を
合
理
的
に
考
え
る
必
要
は

な
い
が
）
…
と
考
え
て
い
た

ら
、
患
者
の
歯
肉
か
ら
キ
ノ
コ

が
生
え
て
く
る
画
が
浮
か
ん

だ
。
今
年
の
初
夢
に
見
る
や
も

し
れ
な
い
。（
Ｋ
）

夜明けの序曲　沸き立つ霧が、朝焼けで炎のように染まる。多摩川が八王子と昭島の間を流れる中流域に、放射冷却現象が起きる初冬、
原始的で荒々しく神秘的な光景が出現する。診療前の一時、心が無になる大切な場所である。（石原 正道／日野市）

年

頭
所

感

年

頭
所

感

　
２
０
１
７
年
６
月
の
総
会
の
日
に
会
長
を
拝
命
し
、
５
回
目
の

年
頭
所
感
と
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
頃
、
会
員
の
先
生
方
に
は
本
会
会
務
に
対
し
て
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
４
年
前
の
年
頭
所
感
で
本
会
会
員
数
５
２
７
７
名
と
ご
報
告

し
、
そ
の
後
２
０
１
８
年
度
診
療
報
酬
改
定
で
の
施
設
基
準
の
要

件
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
３
年
前
は
前
年
比
４
３
１
名
増
の
会
員

数
５
７
０
８
名
、
一
昨
年
は
５
８
１
５
名
、
昨
年
は
５
９
０
０

名
、
今
年
は
５
９
３
７
名
（
12
月
１
日
付
）
と
、
本
会
会
員
数
は

順
調
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
会
員
増
の
一
因
に
は
、
既
会

員
の
先
生
方
か
ら
の
多
く
の
ご
紹
介
が
あ
り
、
こ
の
場
を
お
借
り

し
ま
し
て
先
生
方
の
ご
協
力
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
は
、
２
０
２
０
年
初
頭
か
ら
続
い
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
た
年
と
い
え
ま
す
。
こ
の

約
２
年
間
、
多
く
の
歯
科
医
療
機
関
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
応
し
な
が
ら
、
歯
科
医
療
に
従
事
さ
れ
た
と
存
じ
ま

す
。
第
５
波
は
、
９
月
上
旬
に
新
規
感
染
者
数
の
減
少
が
あ
り
、

そ
の
後
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
た
と
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
稿
執

筆
時
（
２
０
２
１
年
12
月
19
日
）
に
は
、
海
外
か
ら
入
国
さ
れ
た

方
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
新
た
な
変
異
株
「
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
」
の
感
染
者
が
複
数
確
認
さ
れ
、
水
際
対
策
と
し
て
濃
厚
接
触

者
と
み
な
さ
れ
る
人
が
増
加
し
、
待
機
宿
泊
施
設
が
足
り
な
い
と

の
ニ
ュ
ー
ス
さ
え
流
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
冬
場
、
年
末
年
始
の
人
の
移
動
な
ど
を
理
由
に
、

第
６
波
の
発
生
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
対
策
の
た
め
、
希

望
さ
れ
る
方
へ
の
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
め
ら
れ
、
す
で

に
２
０
２
１
年
４
月
に
優
先
接
種
し
た
医
療
従
事
者
の
３
回
目
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
12
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
早
期
に
収
束
へ
と
向
か
い
、
人
類
に
と

っ
て
脅
威
と
な
ら
な
い
感
染
症
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い

ま
す
。

　
協
会
の
大
き
な
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
２
年
ご
と
に
実
施
さ
れ

る
診
療
報
酬
改
定
に
対
す
る
「
新
点
数
説
明
会
」
が
あ
り
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
診
療
報
酬
改
定
時
に
は
急
遽
、集
合
型
を
中
止
し
、

動
画
配
信
に
切
り
替
え
、
改
定
内
容
の
周
知
に
努
め
ま
し
た
。
こ

の
対
応
は
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
で
す
が
、
結
果
的
に
大
き

な
混
乱
と
な
ら
ず
、
会
員
の
先
生
方
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
本
年
４
月
の
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
て
、「
新
点
数
説
明

会
」
の
準
備
を
鋭
意
進
め
て
い
ま
す
。
可
能
で
あ
れ
ば
、
４
年
前
の

よ
う
に
集
合
型
で
「
新
点
数
説
明
会
」
を
開
催
し
た
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
が
読
め
な
い
た
め
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
、

動
画
配
信
な
ど
、
全
方
向
で
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
員
の
先
生

方
に
は
、
ご
理
解
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
東
京
歯
科
保
険
医
協
会
の
目
的
は
、「
歯
科
保
険
医
の
経
営
・

生
活
な
ら
び
に
権
利
を
守
り
、
国
民
の
歯
科
医
療
と
健
康
の
充
実

お
よ
び
向
上
を
図
る
こ
と
」
で
す
。
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
、
会
員
の
先
生
方
と
と
も
に
役
員
、
部
員
、
事
務
局
員
は
会
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
理
事
会
や
部
会
を
Ｗ
Ｅ

Ｂ
開
催
、
研
究
会
な
ど
も
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
な
ど
で
対
応
し

て
、
ネ
ッ
ト
環
境
や
デ
ジ
タ
ル
化
が
急
速
に
進
み
ま
し
た
。
今
後

も
様
々
な
情
報
を
適
時
、
詳
細
に
、
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
メ
ー
ル
ニ

ュ
ー
ス
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
機
関
紙
な
ど
で
発
信

し
て
い
き
ま
す
。
特
に
、
ス
ピ
ー
ド
が
必
要
な
情
報
発
信
で
は
、

デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
登
録
者
へ
の
メ
ー
ル
配
信
が
大
変
有
効
な
ツ
ー

ル
で
す
。
今
後
、
さ
ら
に
多
く
の
会
員
に
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
の
登

録
を
済
ま
せ
、
様
々
な
情
報
を
入
手
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
望
ん

で
い
ま
す
。

　
今
年
も
会
員
の
先
生
方
の
訴
え
や
要
望
な
ど
を
各
方
面
に
届

け
、
改
善
を
図
る
こ
と
を
協
会
活
動
の
大
き
な
柱
と
考
え
て
積
極

的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
何
卒
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

東
京
歯
科
保
険
医
協
会
会
長
　
坪
田 

有
史

News　View

事業復活支援金

美食文化 老舗和菓子「森八」
４００年の伝統ある老舗の心構え

研究会・行事のご案内
２０２２年度診療報酬改定  新点数説明会

（なら・よういちろう）

（なかみや・ちさと）

　
後
藤
茂
之
厚
生
労
働
大
臣
と

鈴
木
俊
一
財
務
大
臣
は
12
月
22

日
の
大
臣
折
衝
で
、
２
０
２
２

年
度
政
府
予
算
の
対
応
で
合
意

し
た
。
診
療
報
酬
改
定
率
は
本

体
が
プ
ラ
ス
０
・
43
％
と
な
っ

た
。
う
ち
プ
ラ
ス
０
・
２
％
分

を
「
看
護
師
の
処
遇
改
善
」、

プ
ラ
ス
０
・
２
％
分
を
「
不
妊

治
療
の
保
険
適
用
の
た
め
の
引

き
上
げ
」
と
位
置
づ
け
た
。
内

訳
は
、
医
科
が
プ
ラ
ス
０
・
26

％
（
前
回
は
０
・
53
％
）、
歯

科
が
プ
ラ
ス
０
・
29
％
（
前
回

は
０
・
59
％
）、
調
剤
が
プ
ラ

ス
０
・
08
％
（
前
回
は
０
・
16

次
期
診
療
報
酬
改
定
率 

本
体
０
・
43
％

％
）
と
な
っ
た
。
薬
価
・
材
料

は
マ
イ
ナ
ス
１
・
37
％
（
前
回

は
マ
イ
ナ
ス
１
・
01
％
）
で
、

ネ
ッ
ト
で
は
マ
イ
ナ
ス
０
・
94

％
（
前
回
は
マ
イ
ナ
ス
０
・
46

％
）
と
な
り
、
全
体
で
の
マ
イ

ナ
ス
改
定
は
、
消
費
増
税
を
改

定
率
に
反
映
さ
せ
た
分
を
除
く

と
２
０
１
４
年
度
改
定
か
ら
５

回
連
続
と
な
る
。

　
今
回
の
改
定
に
よ
り
国
費
は

約
１
３
０
０
億
円
程
度
削
減
す

る
見
通
し
。
高
齢
化
に
よ
る
社

会
保
障
費
の
自
然
増
は
、
概
算

要
求
段
階
で
約
６
６
０
０
億
円

と
見
込
ま
れ
て
い
た
が
、
一
定

の
所
得
が
あ
る
75
歳
以
上
の
医

療
費
窓
口
負
担
の
引
き
上
げ
な

ど
で
約
４
４
０
０
億
円
程
度
に

抑
え
た
。（
関
連
記
事
を
２
面
）

写真左から後藤厚労大臣、鈴木財務大臣

（１） 第６２２号 ２０２２年（令和４年）１月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （昭和55年８月５日第三種郵便物認可）
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２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
の
改
定
率
が
、
診
療

報
酬
本
体
は
プ
ラ
ス
０
・
43
％
（
国
費
約
３
０
０

億
円
）
と
さ
れ
た
。
前
回
の
２
０
２
０
年
度
診
療

報
酬
の
改
定
率
は
プ
ラ
ス
０
・
55
％
で
、
前
回
よ

り
低
い
水
準
の
引
き
上
げ
と
な
っ
て
い
る
。
わ
ず

か
な
引
き
上
げ
に
加
え
、
政
策
的
配
分
が
行
わ
れ

て
き
た
結
果
、
医
療
従
事
者
の
処
遇
改
善
、
お
よ

び
コ
ロ
ナ
対
応
で
疲
弊
し
た
医
療
提
供
体
制
を
立

て
直
す
に
は
程
遠
い
診
療
報
酬
改
定
と
な
っ
た
。

―
歯
科
は
０
・
29
％

　
歯
科
に
お
い
て
は
、
わ
ず
か
０
・
29
％
の
プ
ラ

ス
改
定
に
止
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
改
定
率
は
歯

科
の
現
状
を
見
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
歯
科
軽
視

の
結
果
で
あ
る
。
第
23
回
医
療
経
済
実
態
調
査
で

は
、
歯
科
診
療
所
（
個
人
）
の
損
益
率
は
、
前
年

度
に
比
べ
マ
イ
ナ
ス
１
・
２
％
で
、
コ
ロ
ナ
補
助

金
を
加
え
て
も
、
医
業
収
益
の
落
ち
込
み
は
明
ら

か
で
あ
る
。
歯
科
材
料
費
は
前
年
度
よ
り
６
・
８

％
増
加
し
、
衛
生
材
料
を
は
じ
め
院
内
感
染
防
止

対
策
に
関
わ
る
資
材
、
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
な

ど
の
高
騰
が
医
院
経
営
の
重
荷
と
な
っ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
に
対
し
て
歯
科
は
、
標
準
予
防
策
を
遂

行
し
、
感
染
拡
大
を
抑
え
る
な
ど
国
民
の
健
康
に

貢
献
し
て
き
た
。
し
か
し
、
飛
沫
に
よ
る
感
染
リ

ス
ク
が
高
い
職
種
だ
と
言
わ
れ
、
医
療
従
事
者
の

離
職
や
患
者
離
れ
が
発
生
し
た
。
患
者
減
は
未
だ

に
改
善
で
き
ず
、
閉
院
に
追
い
込
ま
れ
た
歯
科
医

療
機
関
も
出
る
な
ど
、深
刻
な
状
況
が
続
い
て
い
る
。

―
社
会
保
障
費
の
自
然
増
を
定
量
的
に
抑
制

　
財
務
省
は
、
国
の
コ
ロ
ナ
補
助
金
投
入
の
影
響

で
「
経
営
実
態
は
近
年
に
な
く
好
調
」
と
主
張
し

て
き
た
。
だ
が
、
実
態
は
経
費
が
増
加
し
医
業
収

益
が
減
少
し
た
た
め
、
経
営
状
況
は
厳
し
い
。
こ

れ
は
医
療
経
済
実
態
調
査
に
現
れ
て
い
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
補
助
金
投
入
で
「
好
調
」
だ
と
す

る
財
務
省
は
、
医
療
に
対
す
る
意
識
が
乏
し
い
だ

け
で
な
く
、
実
態
に
目
を
背
け
て
い
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

　
ま
た
、
社
会
保
障
費
に
つ
い
て
は
、
精
緻
化
・
適

正
化
の
も
と
に
、
定
量
的
に
抑
制
を
し
て
き
た
。
今

回
改
定
に
お
い
て
も
、
国
費
を
約
１
３
０
０
億
円

削
減
し
、
概
算
要
求
で
示
さ
れ
た
社
会
保
障
費
の

自
然
増
約
６
６
０
０
億
円
を
約
４
４
０
０
億
円
程

度
に
抑
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
国
民
の
福
祉
を
忘

れ
た
財
源
あ
り
き
の
政
策
に
よ
り
、
国
民
の
い
の

ち
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

―
「
国
家
の
福
祉
」
と
は
国
民
の
生
活
の
安
定
を

図
る
こ
と

　
国
家
が
目
指
す
べ
き
福
祉
と
は
、
社
会
保
障
制

度
の
整
備
を
通
じ
て
国
民
の
生
活
の
安
定
を
図
る

こ
と
だ
。
こ
の
ま
ま
社
会
保
障
費
の
抑
制
政
策
と

削
減
が
続
け
ば
、
医
療
提
供
体
制
は
お
ろ
か
、
地

域
医
療
体
制
、国
民
の
い
の
ち
と
健
康
は
守
れ
な
い
。

　
歯
科
は
こ
れ
ま
で
８
０
２
０
達
成
や
、
高
齢
者

へ
の
口
腔
ケ
ア
を
重
視
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

高
齢
者
の
入
院
リ
ス
ク
を
減
少
さ
せ
る
な
ど
、
総

医
療
費
の
削
減
に
も
貢
献
を
し
て
き
た
。
今
後
、

高
齢
者
の
増
加
に
従
い
健
康
寿
命
の
延
伸
が
重
要

と
な
る
が
、
歯
科
は
こ
の
点
に
お
い
て
大
き
な
役

割
を
担
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
歯
科

が
重
視
さ
れ
る
医
療
提
供
体
制
を
構
築
す
る
た
め

に
は
、
ま
ず
は
実
態
に
即
し
た
診
療
報
酬
の
引
き

上
げ
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　
今
後
、
議
論
は
財
源
の
配
分
に
移
っ
て
い
く
。

今
回
の
改
定
率
で
は
、
歯
科
の
窮
状
は
改
善
を
望

め
な
い
が
、
医
療
技
術
評
価
分
科
会
で
日
本
歯
科

医
学
会
か
ら
提
案
さ
れ
た
76
項
目
の
新
規
技
術
導

入
と
、
重
症
化
予
防
の
推
進
に
つ
い
て
、
適
切
に

評
価
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
望
み
た
い
。
医
療
提
供

体
制
を
立
て
直
し
、
国
民
へ
良
質
な
医
療
を
提
供

で
き
る
社
会
政
策
へ
の
転
換
を
改
め
て
強
く
求
め
る
。

２
０
２
１
年
12
月
23
日　

東
京
歯
科
保
険
医
協
会　

政
策
委
員
長　
松
島
良
次

医
療
提
供
体
制
を
立
て
直
し
、

国
民
へ
良
質
な
医
療
を
提
供
で
き
る
社
会
政
策
へ
の
転
換
を

　
12
月
10
日
の
中
央
社
会
保
険

医
療
協
議
会
（
会
長
：
小
塩
隆

士
一
橋
大
教
授
）
総
会
で
、

「
歯
科
医
療
そ
の
２
」
が
議
論

さ
れ
た
。
厚
生
労
働
省
側
は
、

⑴
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

推
進
お
よ
び
⑵
生
活
の
質
に
配

慮
し
た
歯
科
医
療
の
推
進
な
ど

２
つ
の
視
点
か
ら
改
定
す
べ
き

項
目
の
論
点
を
提
案
し
た
。

　
ま
ず
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
に
関
し
て
は
、
か
か
り

つ
け
歯
科
医
機
能
強
化
型
歯
科

診
療
所
の
施
設
基
準
に
つ
い
て
、

①
小
児
患
者
を
多
く
診
療
し
て

い
る
場
合
の
要
件
の
在
り
方
、

②
選
択
要
件
で
あ
る
「
自
治
体

等
が
実
施
す
る
事
業
に
協

力
」
の
明
確
化
―
を
挙
げ
て
い

る
。
次
に
、
歯
科
診
療
所
と
歯

科
病
院
な
ど
が
連
携
し
て
い
る

実
態
を
踏
ま
え
た
歯
科
診
療
特

別
対
応
連
携
加
算
の
要
件
の
在

り
方
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
に
関
連
す

る
口
腔
内
の
症
状
に
対
し
て
医

科
と
連
携
す
る
場
合
の
評
価
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
検
証
結
果
を
踏

ま
え
た
訪
問
歯
科
衛
生
指
導
の

評
価
の
在
り
方
、
新
た
な
感
染

症
に
対
応
で
き
る
よ
う
研
修
等

を
含
め
た
取
り
組
み
な
ど
５
項

目
を
論
点
と
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
う
ち
⑤
に
つ
い
て

は
、
日
本
歯
科
医
師
会
に
お
い

て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
Ｈ
Ｂ
Ｖ
・
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
を
踏
ま
え
た

院
内
感
染
対
策
講
習
の
実
施
や

指
針
の
作
成
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
紹
介
。
さ
ら
に
、
診
療

報
酬
で
の
評
価
を
示
唆
す
る
提

案
が
行
わ
れ
た
が
、「
感
染
対

策
の
み
を
理
由
に
引
き
上
げ
る

こ
と
は
適
当
で
は
な
い
」（
安

藤
伸
樹
委
員
・
全
国
健
康
保
険

協
会
理
事
長
）
な
ど
、
支
払
側

委
員
か
ら
引
き
上
げ
に
つ
い
て

は
反
対
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
ま
た
、「
生
活
に
配
慮
し
た
歯

科
医
療
」
に
関
し
て
は
、
①
歯

周
病
安
定
期
治
療
や
歯
周
病
重

症
化
予
防
治
療
の
評
価
の
在
り

方
、
②
フ
ッ
化
物
洗
口
指
導
や

フ
ッ
化
物
歯
面
塗
布
処
置
の
対

象
者
、
③
口
腔
機
能
の
低
下
が

み
ら
れ
る
年
齢
等
を
踏
ま
え
小

児
口
腔
機
能
管
理
料
や
口
腔
機

能
管
理
料
の
対
応
、
④
歯
周
基

本
治
療
処
置
や
歯
冠
形
成
等
の

歯
科
固
有
の
技
術
の
評
価
の
あ

り
方
―
な
ど
が
論
点
と
な
っ
た
。

　
特
に
②
に
つ
い
て
は
、
エ
ナ

メ
ル
質
初
期
う
蝕
の
場
合
と
異

な
り
、
う
蝕
多
発
傾
向
者
や
根

面
う
蝕
へ
の
フ
ッ
化
物
歯
面
塗

布
処
置
に
は
年
齢
や
在
宅
患
者

で
あ
る
こ
と
な
ど
の
制
限
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
要
件
緩
和
を
提

案
し
た
。

　
な
お
、
外
来
患
者
に
お
い
て

も
根
面
う
蝕
に
対
す
る
塗
布
処

申
請
開
始
は
補
正
予
算
成
立
後

所
要
の
準
備
を
経
て
か
ら

　
11
月
26
日
、
２
０
２
１
年
度

補
正
予
算
案
の
中
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け

厳
し
い
状
況
に
あ
る
事
業
者
へ

の
支
援
施
策
と
し
て
、
地
域
・

業
種
を
限
定
し
な
い
「
事
業
復

活
支
援
金
」
が
発
表
さ
れ
た
。

現
時
点
で
申
請
開
始
時
期
は
公

表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
補
正
予
算

成
立
後
、
所
要
の
準
備
を
経
て

申
請
受
付
開
始
と
な
る
見
込
み

で
あ
る
。

　
給
付
対
象
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
事
業
活
動
に

様
々
な
影
響
を
受
け
、
２
０
２

１
年
11
月
か
ら
２
０
２
２
年
３

月
に
か
け
て
、
い
ず
れ
か
の
月

の
売
上
が
「
50
％
以
上
」、
ま

た
は
「
30
％
以
上
、
50
％
未

満
」
ま
で
減
少
し
た
中
堅
・
中

小
・
小
規
模
事
業
者
、
個
人
事

業
者
な
ど
。
給
付
金
額
に
つ
い

て
は
図
表
の
通
り
、
発
表
さ
れ

て
い
る
。

　
申
請
方
法
な
ど
詳
細
が
わ
か

り
次
第
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
で
掲
載
し
て
い
く
予
定
。

事
業
復
活
支
援
金

感
染
対
策
の
評
価 

支
払
側
が
反
対
意
見

根
面
う
蝕
の
フ
ッ
化
物
歯
面
塗
布
の
対
象
拡
大
へ

中医協

置
を
算
定
可
能
と
す
る
点
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
協
会
が
厚

労
省
に
繰
り
返
し
要
望
し
て
き

た
項
目
で
も
あ
る
。

―
１
月
中
に
パ
ブ
コ
メ
募
集

　
中
医
協
の
第
２
ラ
ウ
ン
ド
の

議
論
は
２
０
２
１
年
内
に
終
了

し
、
１
月
に
は
次
期
改
定
に
関

す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募

集
が
行
わ
れ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
を
踏
ま
え
た
感
染
防

止
対
策
は
現
在
も
行
わ
れ
、
消

耗
品
等
の
費
用
が
経
営
を
圧
迫

す
る
中
で
の
評
価
は
重
要
で
あ

る
。
協
会
は
引
き
続
き
要
望
を

し
て
い
く
が
、
会
員
の
先
生
方

に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ

く
と
も
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
に
積
極
的
に
意
見
を
出
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
１
月
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
募
集
の
開
始
時
に
デ
ン
タ
ル

ブ
ッ
ク
ニ
ュ
ー
ス
で
要
項
を
発

信
す
る
予
定
で
す
。

経産省 事業復活支援金

政
策
委
員
長
談
話

経
営
管
理
部
長
談
話
を
発
出

　
協
会
は
12
月
７
日
、
財
務
省
が
診
療
報
酬
の

マ
イ
ナ
ス
改
定
を
求
め
て
い
る
こ
と
に
関
し

て
、
松
島
良
次
政
策
委
員
長
談
話
「
地
域
医
療

体
制
を
維
持
す
る
に
は
診
療
報
酬
の
プ
ラ
ス
改

定
は
不
可
欠
」
を
公
表
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ

る
が
、
医
療
機
関
に
お
い
て
は
引
き
続
き
、
感

染
対
策
に
必
要
な
物
品
の
確
保
や
人
材
確
保
等

の
費
用
の
支
出
が
見
込
ま
れ
、
診
療
報
酬
本
体

の
引
き
上
げ
な
く
し
て
、
安
定
し
た
地
域
医
療

の
維
持
が
困
難
だ
と
訴
え
た
。
ま
た
同
月
13

日
、
厚
労
省
が
公
表
し
た
第
23
回
医
療
経
済
実

態
調
査
の
結
果
公
表
に
関
し
て
、
相
馬
基
逸
経

営
管
理
部
長
談
話
「
医
療
経
済
実
態
調
査
の
適

正
な
実
施
と
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
を
求
め

る
」
を
公
表
し
、

一
時
的
な
補
助
金

で
は
な
く
、
診
療

報
酬
の
引
き
上
げ

を
訴
え
た
。
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　長い長い参道を色とりどりの人々に揉まれて何時間も歩く。酷く疲
れる年初の恒例行事だが、それがないならないで今度は少々寂しくな
る。新しい年が皆様にとってより良い年になりますよう。

（矢島 昇悟／港区）

14.22％14.22％

　本栖湖畔にある浩庵キャンプ場から臨む早朝の霊峰富士。還暦を迎
えた記念に、大自然の中で密を避け、気持ちを新たに始めたソロキャ
ンプ。空気は冷たく透き通り、明るい未来が感じられる美しい風景だ
った。（谷本 幸司／中央区）

―
森
八
の
和
菓
子
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
森
八
で
も
っ
と
も
有
名
な

「
長
生
殿
」
と
い
う
落
雁
は
、

日
本
三
名
菓
の
一
つ
に
選
ば
れ

て
い
る
大
変
由
緒
あ
る
お
菓
子

で
す
。
ま
た
、
落
雁
の
よ
う
な

干
菓
子
の
ほ
か
、
生
菓
子
も
ご

ざ
い
ま
す
。
生
菓
子
の
代
表
で

あ
る
上
生
菓
子
は
、
季
節
を
先

取
り
す
る
こ
と
が
粋
だ
と
解
釈

さ
れ
、
デ
ザ
イ
ン
す
る
時
は
、

い
ま
咲
い
て
い
る
花
や
季
節
よ

り
少
し
先
の
景
色
を
表
現
す
る

こ
と
が
多
い
で
す
。
一
つ
ひ
と

つ
手
作
り
し
た
も
の
を
、
も
ら

っ
た
人
が
ど
ん
な
気
持
ち
に
な

る
か
、
選
ん
で
く
れ
た
人
が
ど

老舗和菓子「森八」十九代目若女将
  中宮 千里（なかみや・ちさと）

略　歴
2002年石川県立金沢商業高等学校卒業。
2004年バンタン・デザイン・インスティテ
ュート デジタルデザイン科卒業後、エディ
トリアルデザイン事務所勤務。2007年東京
製菓学校 和菓子本科入学、2009年卒業、
株式会社森八入社。2010年取締役就任。現
在、19代目若女将、チーフコンフェクショ
ナー。2018年度全国和菓子協会の選・和菓
子職「優秀和菓子職」の認定者として選ば
れる。森八に職人として入社する以前は東
京でデザイナーとして活躍。その経験を活
かし、森八では商品開発やパッケージデザ
インも担当。

　
２
０
１
５
年
の
北
陸
新
幹
線

開
通
に
よ
り
、
一
段
と
利
便
性

を
増
し
た
金
沢
。
日
本
三
大
庭

園
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
、
趣

深
い
叙
景
で
多
く
の
人
々
を
呼

び
寄
せ
る
兼
六
園
か
ら
ほ
ど
近

い
場
所
に
、
寛
永
２
年
（
１
６

２
５
年
）
の
創
業
か
ら
約
４
０

０
年
の
歴
史
を
刻
む
和
菓
子
の

老
舗
、「
森
八
本
店
」
は
あ
る
。

加
賀
藩
御
用
菓
子
司
と
し
て
歩

み
は
じ
め
、
日
本
三
名
菓
の
随

一
と
称
さ
れ
る
「
長
生
殿(

ち

ょ
う
せ
い
で
ん)

」を
筆
頭
に
、

地
場
に
お
け
る
菓
子
文
化
の
頂

点
を
極
め
て
い
る
。
一
方
で
２

０
２
１
年
５
月
に
は
東
京
・
神

保
町
に
東
京
店
を
移
転
オ
ー
プ

ン
す
る
な
ど
、
県
内
外
で
伝
統

の
味
を
語
り
継
ぐ
。

　
そ
の
名
家
の
史
上
、
初
め
て

若
女
将
と
和
菓
子
職
人
と
い
う

二
足
の
草
鞋
を
履
く
の
が
中
宮

千
里
（
な
か
み
や
・
ち
さ
と
）

氏
。
東
京
で
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し

て
実
績
を
積
ん
だ
後
、
製
菓
学

校
を
経
て
、
森
八
の
工
場
で
和

菓
子
作
り
の
経
験
を
積
み
な
が

ら
、
２
０
１
９
年
に
は
、
全
国

和
菓
子
協
会
が
和
菓
子
作
り
の

優
れ
た
技
術
者
に
与
え
る
選
・
和

菓
子
職
「
伝
統
和
菓
子
職
」

に
、
最
年
少
か
つ
女
性
と
し
て

初
の
認
定
を
受
け
た
。

　
そ
こ
で
本
号
で
は
、
そ
の
中

宮
氏
に
、
伝
統
あ
る
名
菓
へ
の

400年の伝統ある老舗の心構え

“職人”若女将が考える地域との結びつき
愛
情
と
こ
だ
わ
り
、
か
つ
て
専

攻
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
こ
と
、
も

の
づ
く
り
へ
の
思
い
を
伺
っ

た
。聞
き
手
は
早
坂
美
都
理
事
。大正7年に渋沢栄一翁が来社（森八別館屋上にて）

ん
な
気
持
ち
で
選
ん
だ
の

か
、
想
像
で
き
る
の
が
和
菓
子

の
良
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
春
夏
秋
冬

だ
け
で
な
く
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
や

ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
、
元
来
、
日

本
に
は
な
か
っ
た
行
事
が
和
菓

子
の
世
界
に
も
入
っ
て
き
て
い

ま
す
。
和
の
文
化
だ
け
を
切
り

取
る
の
で
は
な
く
、
新
し
い
も

の
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

―
職
人
や
ス
タ
ッ
フ
を
ま
と
め

る
上
で
重
要
視
し
て
い
る
こ
と

と
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
。

　
従
業
員
や
そ
の
家
族
も
自
分

の
家
族
だ
と
思
っ
て
、
み
ん
な

が
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
仕
事
を

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
長
年
商
売
を
や
っ
て
お
り

ま
す
と
、
な
ん
ら
か
の
形
で
ご

先
祖
様
が
森
八
や
金
沢
と
関
わ

っ
て
く
だ
さ
っ
た
と
い
う
方
が

多
い
で
す
。「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

出
身
地
が
石
川
県
で
小
さ
い
頃

よ
く
食
べ
て
い
た
」
と
か
、

「
お
じ
い
さ
ま
が
森
八
で
働
い

て
い
た
」
と
、
声
を
か
け
ら
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
長
い
歴

史
の
中
で
お
付
き
合
い
が
増
え

て
い
く
と
、
金
沢
の
み
な
さ
ん

が
家
族
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

「
森
八
の
お
菓
子
を
あ
げ
た
ら

喜
ば
れ
る
よ
ね
」
と
、
良
い
思

い
出
に
つ
な
が
る
お
菓
子
作
り

を
大
切
に
す
る
企
業
で
あ
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

―
和
菓
子
職
人
を
目
指
し
た
き

っ
か
け
は
。

　
幼
い
頃
か
ら
絵
を
描
い
た

り
、
粘
土
細
工
を
し
た
り
す
る

の
が
得
意
で
し
た
。
小
さ
い
時

か
ら
職
人
を
間
近
で
見
て
い
ま

し
た
し
、
母
や
祖
母
も
手
先
が

器
用
で
、
子
ど
も
な
が
ら
に
も

の
づ
く
り
に
対
し
て
「
素
敵
」

「
か
っ
こ
い
い
」
と
い
う
印
象

を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
高
校
を

卒
業
し
て
か
ら
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ン
の
専
門
学
校
に
通

い
、
出
版
関
係
の
デ
ザ
イ
ン
を

し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
も
の
づ

く
り
へ
の
想
い
が
ず
っ
と
あ
り

ま
し
た
。
東
京
で
働
き
な
が
ら

年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
故
郷

へ
帰
り
た
い
と
思
っ
た
時
に
、

森
八
で
和
菓
子
職
人
と
し
て
創

作
す
る
こ
と
を
志
し
ま
し
た
。

―
和
菓
子
作
り
の
こ
だ
わ
り
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
す
べ
て
の
も
の
に
黄
金
比
、

基
本
配
合
は
存
在
し
ま
す
。
そ

の
た
め
必
ず
デ
ー
タ
が
必
要
で

す
。
お
菓
子
に
も
こ
の
湿
度
、

気
温
で
こ
う
い
う
炊
き
方
を
し

た
ら
何
パ
ー
セ
ン
ト
で
で
き
あ

が
る
と
い
う
理
論
が
あ
っ

て
、
そ
こ
か
ら
自
分
な
ら
ど
う

す
る
か
が
重
要
で
す
。
職
人
の

勘
と
は
、
た
だ
直
感
的
に
作
る

の
で
は
な
く
、
自
分
の
中
に
あ

る
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
、
素
材

の
分
量
や
技
を
微
妙
に
変
化
さ

日本三名菓のひとつ「長生殿」

せ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　
今
で
こ
そ
数
値
で
表
し
ま
す

が
、
昔
の
職
人
は
１
合
を
４
分

割
に
し
て
、
そ
こ
に
砂
糖
を
入

れ
替
え
る
と
い
う
よ
う
な
や
り

方
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を

数
字
に
起
こ
す
の
が
現
代
の
職

人
で
す
が
、
考
え
方
と
し
て
は

昔
か
ら
変
わ
っ
て
は
い
な
い
と

思
い
ま
す
。

―
繊
細
な
作
業
に
神
経
を
使
う

こ
と
も
多
く
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

　
逆
に
疲
れ
た
時
こ
そ
お
菓
子

を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
仕

事
で
歯
が
ゆ
い
思
い
を
す
る
こ

美 文食 化

新春特別企画
会員投稿写真

―
歯
科
に
関
わ
る
思
い
出
は
あ

り
ま
す
か
。

　
月
１
回
ほ
ど
、
歯
科
医
院
に

通
っ
て
い
ま
す
。
職
業
柄
力
仕

事
も
あ
り
、
無
意
識
に
奥
歯
を

噛
み
し
め
る
こ
と
が
多
い
で

す
。
寝
る
時
用
や
奥
歯
専
用
、

プ
レ
ー
ト
が
硬
い
も
の
、
柔
ら

か
い
も
の
な
ど
３
、
４
種
類
の

マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
を
持
っ
て
い
ま

す
。
人
前
に
出
る
時
は
奥
歯
用

を
使
い
ま
す
ね
。

　
歯
が
痛
く
な
る
の
が
一
番
嫌

口
腔
内
が
健
康
で
な
い
と
味
覚
も
変
わ
る  

余
念
な
い
口
腔
ケ
ア

で
す
し
、
家
族
み
ん
な
歯
医
者

さ
ん
が
大
好
き
で
一
生
自
分
の

歯
で
食
べ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
虫
歯
に
な
る
時
も
あ
り
ま

す
が
、
神
経
は
抜
き
た
く
な
い

の
で
こ
ま
め
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

に
通
い
ま
す
。
仕
事
で
は
ど
う

し
て
も
試
食
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
細
か
く
時
間
を

分
け
て
食
べ
る
と
そ
の
分
、
歯

の
エ
ナ
メ
ル
質
が
溶
け
る
リ
ス

ク
が
高
ま
る
と
言
わ
れ
ま
す
の

で
、
食
事
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
ま

と
も
あ
り
ま
す
が
、
お
菓
子
を

作
る
時
は
で
き
な
い
こ
と
よ

り
、
で
き
て
い
る
こ
と
を
も
の

す
ご
く
実
感
で
き
、
心
身
が
楽

に
な
り
、
す
っ
き
り
し
ま
す
。

―
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
お
菓
子

を
作
ら
れ
ま
す
か
。

　
子
ど
も
が
３
人
い
る
の
で
、

何
気
な
く
作
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
ね
。
こ
の
間
、
栗
を
い
た
だ

き
、
栗
き
ん
と
ん
を
作
り
ま
し

た
。
和
菓
子
は
す
ご
く
美
味
し

い
で
す
し
、
見
た
目
も
美
し
い

で
す
。
季
節
の
食
材
を
最
大
限

生
か
す
な
ら
お
菓
子
か
な
と
思

い
ま
す
ね
。

　
上
は
「『
令
和
』
記
念
上
生
菓
子
」、
下
は
中
宮
千
里
氏
創
作
の
「
加
賀
て
ま
り
」。
森
八
で
は
、
職
人
一
人
ひ
と

り
が
、
お
菓
子
を
も
ら
っ
た
方
の
良
い
思
い
出
に
繋
が
る
よ
う
に
、
日
々
研
鑽
し
創
作
す
る
こ
と
を
志
し
て
い
る

と
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
朝
食
べ
て
、
そ
の
後
、
昼

休
み
の
前
後
に
食
事
を
ま
と
め

る
よ
う
に
し
て
、
エ
ナ
メ
ル
質

が
修
復
さ
れ
る
時
間
を
長
く
す

る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
口
腔
内
が
健
康
で
な
い
と
味

覚
も
変
わ
り
ま
す
。
私
の
場

合
、
例
え
ば
海
辺
に
行
く
と
塩

味
が
す
る
な
ど
日
常
で
感
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
竹

串
の
焼
き
鳥
と
金
串
の
焼
き
鳥

と
で
は
何
と
な
く
味
が
違
う
と

か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
感
じ

る
の
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
感
覚
を
大
切
に
し
た

い
の
で
、
毎
月
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

に
通
っ
て
い
ま
す
。

―
本
日
は
貴
重
な
お
時
間
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

老舗和菓子「森八」への
お問い合わせ、アクセス等
の詳細はHPをご覧ください
　森八東京店（神保町）
　https://www.morihachi.
　 co.jp/shoplist
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Q １ 自院ではオンライン資格確認システ

ムを導入していない。患者が健康保険証を

持参せず、マイナンバーカードのみ持参し

た場合の対応はどうすればいいか。

A １ ご相談のようなケースについて、厚
生労働省は「健康保険証を忘れた場合と同
様の対応とする」と説明しています。
　また、オンライン資格確認システムを導
入していても、患者さんが健康保険証をマ
イナンバーカードに紐づけしていない場合
は、マイナンバーカードの保険証利用はで
きません。
　従来通り健康保険証のみでの保険診療
は、今後も可能です。オンライン資格確認
システムを導入していない場合は「導入し
ていないため、マイナンバーカードはご利
用できません」と、患者さんに伝えて問題

Q ２ オンライン資格確認システム導入は

義務なのか。また、導入にあたって注意事

項はあるか。

A ２ 現時点では、医療機関におけるオン
ライン資格確認システムの導入は、義務で
はありません。
　なお、導入にあたっては補助金がありま
す。補助金を活用してオンライン資格確認
システムを導入する場合は2023年３月31日
までに導入を完了させ、2023年６月30日ま
でに補助金の申請をする必要がありま
す。マイナンバーカードを読み取るための
カードリーダーは支払基金から１台無償で
提供されます。カードリーダーを使用する
ための専用端末（PC）の費用や、インタ
ーネット回線の導入費用、オンライン資格
確認システム導入のためのオンライン請求
システムの導入費用、レセコン・電子カル
テ改修等にかかる費用に関しては補助金の
対象となり、補助率は掛かった費用の４分

オンライン資格
確認システム　

の３まで、補助限度額は 32万1000円までで
す。カードリーダーを導入せず、オンライ
ン資格確認システムのみ開始する場合（マ
イナンバーカードを取り扱わず、健康保険
証のみでオンライン資格確認システムを利
用したい場合）の導入経費については、補
助対象外となります。また、導入後のセキ
ュリティ対策や故障対応、システム維持に
伴う費用も補助対象外です。導入後は毎
月、数千円のコストが掛かりますので、費
用対効果もあわせてご検討ください。
　現在、世界的な半導体不足により、シス
テム事業者が必要な機材を調達できないケ
ースが発生しています。また、ベンダーも
経験が少なく、「見積もりが出てこない」
「対応をしてくれない」という声も会員の
先生から寄せられています。オンラインシ
ステムの導入は、急を要するものではない
ため、慌てることなくベンダーと相談し、
内容や費用等をきちんと把
握したうえで、慎重にご検
討ください。

ありません。右下のQRコードから協会ホ
ームページ内の「院内掲示ポスター」をダ
ウンロードできますのでご活用ください。

12
月
10
日
に
税
制
改
正
大
綱

が
公
表
さ
れ
、
２
０
２
２
年
1

月
か
ら
施
行
さ
れ
る
改
正
電
子

帳
簿
保
存
法
に
お
い
て
、
新
た

に
始
ま
る
「
電
子
デ
ー
タ
で
受

け
取
っ
た
書
類
の
電
子
保
存
義

務
」
が
２
年
間
猶
予
さ
れ
る
内

11
月
20
日
、
鹿
児
島
市
で
全

国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
原
告
団
・
弁

護
団
主
催
の
「
歯
科
の
感
染
対

策
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
開
催
さ
れ
、
協
会
か
ら
濱
﨑

啓
吾
理
事
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し

て
参
加
。
医
師
、
歯
科
医
師
、

患
者
の
３
つ
の
視
点
か
ら
、
歯

科
で
の
感
染
防
止
対
策
に
つ
い

ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
問
診
等
の
コ
ツ
解
説

ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
問
診
等
の
コ
ツ
解
説

    

豊
福
氏
が
医
事
相
談
研
究
会
で

豊
福
氏
が
医
事
相
談
研
究
会
で

11
月
25
日
、
ワ
イ
ム
貸
会
議

室
高
田
馬
場
で
「
も
し
か
し

て
、
歯
科
心
身
症
？
？
そ
の
傾

向
と
対
策
」
と
題
し
、
医
事
相

談
研
究
会
が
開
催
さ
れ
た
。
会

場
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
に

よ
り
、
合
計
１
０
１
名
が
参
加

し
た
。

　
講
師
の
豊
福
明
氏
（
東
京
医

科
歯
科
大
学
大
学
院
医
歯
学
総

合
研
究
科
歯
科
心
身
医
学
分
野

教
授
）
は
、
義
歯
を
適
切
に
調

整
し
て
も
違
和
感
を
訴
え
続
け

る
な
ど
、
歯
科
心
身
症
患
者
の

特
徴
的
な
所
見
や
患
者
像
を
説

明
。
そ
れ
と
思
し
き
患
者
が
来

院
し
た
場
合
は
、
一
度
、
問
診

を
行
う
べ
き
と
述
べ
、
そ
の
雛

型
や
問
診
法
を
詳
細
に
説
明
し

た
。

　
ま
た
、「
気
の
せ
い
」
な
ど

の
言
葉
遣
い
は
患
者
ト
ラ
ブ
ル

に
発
展
す
る
可
能
性
が
高
い
と

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
時

の
留
意
点
を
示
し
た
。

　
さ
ら
に
、
診
療
所
ス
タ
ッ
フ

全
体
で
の
情
報
共
有
と
対

応
、
専
門
医
へ
の
紹
介
体
制
の

確
立
が
重
要
と
し
、
患
者
を
心

療
内
科
等
に
紹
介
す
る
際
の
コ

ツ
を
解
説
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
心
身
症
の

疑
い
の
あ
る
患
者
と
信
頼
関
係

を
築
け
ず
に
困
っ
て
い
た
た
め

非
常
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」

な
ど
の
感
想
が
あ
り
好
評
で
あ

っ
た
。

踏
み
出
そ
う
！
歯
科
訪
問
診
療
！

踏
み
出
そ
う
！
歯
科
訪
問
診
療
！

　
歯
科
訪
問
診
療
講
習
会
を
開
催

　
歯
科
訪
問
診
療
講
習
会
を
開
催

12
月
８
日
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
て
、「
こ
れ
か
ら

始
め
る
歯
科
訪
問
診
療
講
習

会
」
を
開
催
し
、
19
名
が
参

加
。
昨
年
同
様
、
対
象
は
歯
科

訪
問
診
療
の
未
経
験
者
に
限
定

し
た
。

　
講
演
で
は
、
第
一
部
で
沢
崎

和
久
氏
（
地
域
医
療
部
員
／
町

田
市
開
業
）
が
、
訪
問
診
療
に

係
る
診
療
・
介
護
報
酬
の
請
求

方
法
等
を
ス
ラ
イ
ド
や
「
歯
科

保
険
診
療
の
研
究
」
を
用
い

て
、
特
に
、
居
宅
に
お
け
る
訪

問
診
療
に
焦
点
を
絞
っ
て
解
説

　
協
会
は
12
月
5
日
、
Ｔ
Ａ
Ｐ

高
田
馬
場
に
て
新
規
開
業
医
講

習
会
を
開
催
し
、
30
名
が
参
加

し
た
。
参
加
者
は
新
規
個
別
指

導
を
控
え
た
先
生
が
多
く
、
熱

容
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
改
正
電
子
帳
簿
保
存
法
で

は
、
２
０
２
２
年
１
月
１
日
以

降
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
な
ど
の
電
子
デ
ー

タ
で
受
け
取
っ
た
請
求
書
や
領

収
書
な
ど
の
税
務
書
類
に
関
し

て
は
、
紙
で
の
保
管
を
認
め

ず
、
電
子
デ
ー
タ
で
の
保
存
を

義
務
付
け
て
い
た
。

　
し
か
し
、
中
小
企
業
を
中
心

に
電
子
保
存
義
務
に
向
け
て
の

整
備
が
追
い
付
か
ず
、
２
年
間

の
猶
予
が
設
け
ら
れ
た
。
ま

た
、
い
ま
だ
に
電
子
デ
ー
タ
保

存
の
義
務
化
に
関
し
て
の
認
知

度
も
低
く
、
今
後
、
ど
の
よ
う

に
周
知
を
進
め
て
い
く
か
も
課

題
で
あ
る
。

改正電子帳簿保存法

電子データ保存義務電子データ保存義務
２２年間の猶予設ける年間の猶予設ける

濱﨑理事が参加

歯科の感染対策歯科の感染対策
シンポジウムシンポジウム

て
様
々
な
意
見
を
出
し
合
い
な

が
ら
、
議
論
を
深
め
た
。

　
歯
科
側
か
ら
は
院
内
感
染
防

止
対
策
の
特
殊
性
や
、
観
血
的

処
置
時
に
は
肝
機
能
の
把
握
が

必
須
で
あ
る
こ
と
、
針
刺
し
事

故
の
場
合
の
医
療
安
全
の
面
か

ら
も
、
感
染
の
有
無
は
医
療

上
、
知
ら
せ
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。
医
師

側
、
患
者
側
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ

感
染
対
策
の
重
要
性
に
つ
い
て

発
言
が
あ
り
、
活
発
な
意
見
交

換
の
場
と
な
っ
た
。

　
協
会
は
、
す
べ
て
の
人
が
納

得
で
き
る
歯
科
医
院
内
感
染
防

止
対
策
を
実
践
で
き
る
よ
う
、

今
後
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

１年ぶりに再開した
  新規個別指導に対応　

新規開業医講習会を開催新規開業医講習会を開催

心
に
聴
講
し
、
メ
モ
を
取
る
姿

が
見
ら
れ
た
。

　
講
義
内
容
は
、
新
規
個
別
指

導
時
の
持
参
物
や
初
診
料
の
ほ

か
、
指
導
時
に
指
摘
さ
れ
や
す

い
抜
歯
や
除
去
の
算
定
方
法
な

ど
、
個
別
指
導
に
特
化
し
た
内

容
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
講
習
会

終
了
後
、
参
加
者
か
ら
は
「
開

業
を
控
え
て
い
る
の
で
大
変
参

考
に
な
り
、
受
講
し
て
よ
か
っ

た
」
と
の
声
も
あ
り
、
有
意
義

な
時
間
に
な
っ
た
。

　
す
で
に
緊
急
事
態
宣
言
が
解

除
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
新
規
個

別
指
導
が
再
開
し
て
い
る
。
今

の
と
こ
ろ
開
業
後
約
２
年
で
指

導
通
知
が
該
当
者
に
届
い
て
い

る
状
況
だ
が
、
今
後
早
ま
る
可

能
性
も
あ
る
。

　
協
会
は
今
年
度
、
感
染
対
策

を
講
じ
た
上
で
同
講
習
会
を
３

回
開
催
し
、
計
１
０
０
名
の
会

員
が
保
険
診
療
の
基
本
知
識
を

学
ん
だ
。
こ
れ
か
ら
も
会
員
の

声
に
応
え
、
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

を
押
さ
え
た
講
習
会
を
企
画
す

る
。
開
催
日
時
は
適
宜
、
機
関

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
デ
ン
タ

ル
ブ
ッ
ク
な
ど
に
掲
載
す
る
予

定
。
新
規
指
導
を
控
え
た
先
生

ば
か
り
で
は
な
く
、
改
め
て
保

険
診
療
の
基
本
を
学
び
た
い
先

生
も
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

し
た
。

　
第
二
部
で
は
、
池
川
裕
子
氏

（
同
部
員
／
葛
飾
区
開
業
）
が

訪
問
診
療
に
取
り
組
ん
だ
き
っ

か
け
、
外
来
診
療
と
訪
問
診
療

の
異
な
る
点
、
集
患
方
法
、
訪

問
診
療
の
や
り
が
い
等
に
つ
い

て
、
経
験
談
や
実
際
に
使
用
し

て
い
る
ポ
ー
タ
ブ
ル
ユ
ニ
ッ
ト

等
を
紹
介
し
な
が
ら
説
明
。
ま

た
、
難
聴
患
者
へ
の
問
診
に
つ

い
て
は
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ

を
行
い
、
意
思
疎
通
の
方
法
を

中
心
に
講
義
し
た
。

　
全
体
を
通
し
て
、
訪
問
診
療

に
取
り
組
む
た
め
の
一
歩
を
踏

み
出
し
た
い
と
い
う
会
員
を
後

押
し
す
る
講
習
会
と
な
っ
た
。

12
月
12
日
、
今
年
度
２
回

目
と
な
る
「
歯
初
診
・
外
来

環
・
歯
援
診
・
か
強
診
の
た

め
の
講
習
会
」
を
開
催
し

た
。
当
日
は
、
本
会
場
の
ワ

イ
ム
貸
会
議
室
高
田
馬
場
４

階
に
49
名
、
外

来
環
・
歯
初
診

の
受
講
者
の
た

め
に
同
会
議
室

３
階
に
用
意
し

た
サ
テ
ラ
イ
ト

会
場
に
57
名
の

合
計
１
０
６
名

が
参
加
し
た
。

　
講
師
は
、
坂

下
英
明
氏
（
明

海
大
学
名
誉
教

授
）、
繁
田
雅
弘

氏
（
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

教
授
）、
馬
場
安
彦
氏
（
当

協
会
副
会
長
）、
森
元
主
税

氏
（
当
協
会
理
事
）
の
４
氏

が
務
め
、
講
習
会
終
了
後
に

参
加
者
へ
修
了
証
を
配
布
し

た
。

　
今
回
も
前
回
同
様
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
観
点
か
ら
本
会
場
と
は
別

に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利
用
し
た
サ

テ
ラ
イ
ト
会
場
を
設
け
て
の

開
催
と
な
っ

た
。

　
参
加
者
か
ら

は
施
設
基
準
に

つ
い
て
「
準
備

す
る
も
の
に
対

し
て
、
報
酬
が

十
分
と
い
え
な

い
」「
パ
ー
ト

の
ス
タ
ッ
フ
が

多
い
の
で
院
内

研
修
が
難
し

い
」「
こ
れ
か

ら
開
業
す
る
の
で
、
協
会
で

情
報
が
得
ら
れ
て
よ
か
っ

た
。
知
ら
な
け
れ
ば
準
備
で

き
な
い
も
の
も
多
い
」
な
ど

の
意
見
が
あ
っ
た
。

「開業前に協会から情報
得られて良かった」

施設基準講習会を開催施設基準講習会を開催

院内掲示ポスター院内掲示ポスター
ダウンロードページダウンロードページ

豊福 明 氏

池川 裕子 氏

沢崎 和久 氏



（５） 第６２２号 ２０２２年（令和４年）１月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

靴
の

「Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
Ａ
」

靴
の

「Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
Ａ
」

会
員
優
待
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

　
優
待
券
を
お
求
め
の
方
は
、
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
「
サ
ン
リ
オ
ピ
ュ
ー

ロ
ラ
ン
ド
」
「
リ
ソ
ル
の
森
」
な
ど
各
種
優
待
も

ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

研究会 ・行事のご案内研究会 ・行事のご案内

日　時
第１回「改定の要点」………………３月24日（木）午後６時30分～９時00分
第２回「改定の要点」………………３月29日（火）午後６時30分～９時00分
第３回「在宅医療」…………………４月20日（水）午後６時30分～９時00分
第４回「保険請求時の留意点」……４月26日（火）午後６時30分～９時00分
 　　　　　    　※1回目と２回目は同じ内容です。
　　　　　　　　　　　※改定内容により、時間は前後する可能性がございます。

会会　場場
１回目…………日本教育会館・一ツ橋ホール（千代田区一ツ橋2-6-2）
　　　      　  ＊ライブ配信、オンデマンド配信あり
２～４回目……なかのZERO大ホール（中野区中野2-9-7）
　　　 　  　  ＊3、4回目はオンデマンド配信あり

講　 師　協会講師団

ライブ配信・オンデマンド配信を予定
　次期診療報酬改定では、かかりつけ歯科医機
能強化型歯科診療所や在宅療養支援歯科診療所
の施設基準が見直されます。また、根面う蝕へ
のフッ化物歯面塗布処置の要件緩和や、学会か
ら金パラ代替材料の保険収載が多数提案されて
います。
　協会は、会員に適切な情報提供を行うべく説
明会を開催します。今回は感染対策を目的にオ
ンラインによるライブ配信や、いつでも動画を視
聴できるオンデマンド配信を行います。あわせ
て、会場席の準備も予定しています。参加方法、
参加費、定員等の詳細は次号以降、順次掲載い
たします。

2022 年度診療報酬改定　新点数説明会2022 年度診療報酬改定　新点数説明会

電子書籍 電子書籍 
デンタルブックデンタルブック

保険請求や知りたい情報を
　　　　　　　たくさん学べる！

※QRコードより会員登録ください

ネガティブな口コミへの

対応策 No. １

　Googleで検索した後に、基本情報や写真と同時に第三者の口コミと
星の数で診療所を評価する口コミがあります。ネガティブな口コミが
書かれていると、広告的なダメージへの心配以上に心情的な不快感を
持たれる方が多いようです。この口コミを削除するためにはいくつか
の方法があります。
（１）Googleへ削除依頼を申請し、受理してもらう
（２）投稿者自身が削除する
（３）法律の専門家からGoogle、もしくは投稿者へ削除要請を行う
　もう一つ方法がありますが、倫理的に問題がある手法で、医療機関
という社会の公器たる歯科診療所が選ぶべき選択肢ではありません。
また、Googleにその手法を察知されると大きなペナルティを受けるリ
スクが高いほか、手法そのものも悪用される可能性があるのでこの場
では割愛します。
（１）Googleへの削除依頼は、一般の閲覧者として申請するやり方と
歯科診療所のオーナーとして申請する２種類の方法がありますが、削
除されやすいのはオーナーとしての削除依頼です。「Googleマイビジ
ネス」という無料サービスに登録することで削除依頼を申請できます。
違法、危険、なりすまし、利害に関係することなどGoogleが定める規
定に反するものは削除されます。
　しかし、実際には著作権侵害、危険行為、テロなどの明確な犯罪行
為やほかのビジネスの宣伝などの書き込みでない限り削除されないの
で、実際は削除されないことも多いですが、その理由は「悪評も評価
の一つ」というGoogleの考え方が強く反映されているからです。（２）（３）
は次回解説します。 株式会社クレセル　永田康祐

　WEBに係る歯科関連の法令やトラブル対応などについて、歯科
専門にサイト制作、運用、コンサルディングを手掛ける専門家が
解説する本連載。
　今号からは、ネット上の口コミへの対処法について―。

院内感染防止対策講習会
　2018年に新点数説明会と同時に行われた歯初診の要件（※）である
「院内感染防止対策講習会」は現在、eラーニングでの開催に向け、準
備を進めています。実施時期は６月～７月頃を想定しています。
　eラーニングの実施が決まりましたら、紙面でお知らせいたしますの
で、今しばらくお待ちください。

（※）歯初診は、歯科外来診療の院内感染防止対策に係る研修を４年に
１回以上受講している常勤の歯科医師を１名以上配置することが要件に
なっています。また、４年に１回の研修の受講状況については、７月に行
う地方厚生局への定例報告において報告することになっています。
　なお、2018年４月１日から同年９月30日の間に歯初診の届出をしている
場合は、次回の研修は2018年10月から起算して４年を経過するまでに受
講する取り扱いとなっていますので、2022年９月末までに本講習会を受
講してください。

eラーニング開催を予定2021年分確定申告個別相談会
　2021年分の所得税確定申告にあたり、協会顧問税理士による個別相談
会を行います。歯科に精通した税理士と１時間個別に相談できます。初
めてご自身で申告される方や、決算書の書き方、確定申告書の記載につ
いて不安がある方など、ぜひご参加ください。
日　時　２月17日（木） 午後１時～５時のうち１時間（先着順）
会　場　東京歯科保険医協会会議室
　　　　（新宿区高田馬場１－29－８ いちご高田馬場ビル ６Ｆ）
交　通　JR山手線・西武新宿線「高田馬場駅（戸山口）」より徒歩２分、
　　　　東京メトロ東西線「高田馬場駅（５番出口）」より徒歩４分
講　師　協会顧問税理士
定　員　８名（定員になり次第締め切り）
参加費　２,０００円
予　約　参加をご希望の方は、お電話にてお問い合わせください。
　　　　（☎ 03―3205―2999)



接
着
歯
学
会
の
38
年

「ＭＩＤ」含め 接着なくして成り得ない
　
歯
質
へ
の
接
着
は
、
１
９
５

２
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
Ｂ
ｒ
・

Ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
・
Ｊ
に
よ
り
、
文
献

的
に
初
め
て
象
牙
質
へ
の
接
着

が
紹
介
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
１

９
５
５
年
に
ア
メ
リ
カ
の
Ｊ
・

Ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
・
Ｒ
ｅ
ｓ
に
エ
ナ
メ

ル
質
へ
の
接
着
に
関
す
る
論
文

が
掲
載
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
と

さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
わ
が
国
で
接
着
と

い
う
言
葉
が
歯
科
関
係
の
雑
誌

で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
１
９
６
０
年
代
に
入
っ
て

か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
２
０

０
２
年
に
国
際
歯
科
連
盟
に
よ

っ
て
提
唱
さ
れ
た
『
Ｍ
Ｉ

（M
inim

al Intervention

＝
ミ
ニ
マ
ル
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ

ョ
ン
：
最
小
限
の
侵
襲
の
略
）』

は
、
近
年
語
尾
にD

entistry

が
付
い
た
『
Ｍ
Ｉ
Ｄ
』
と
い
う

用
語
と
し
て
浸
透
し
、
外
科
系

医
療
の
一
分
野
で
あ
る
歯
科
医

療
に
お
い
て
接
着
歯
学
の
重
要

性
が
特
に
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
回
は
、
日
本
歯
科
医
学
会

の
専
門
分
科
会
の
一
つ
で
あ
る

日
本
接
着
歯
学
会
の
理
事
長
を

務
め
る
奈
良
陽
一
郎
氏
に
お
話

を
伺
っ
た
。
奈
良
氏
は
日
本
歯

科
大
学
生
命
歯
学
部
接
着
歯
科

学
講
座
教
授
で
あ
り
、
学
問
的

な
視
点
と
臨
床
的
な
視
点
か
ら

わ
が
国
の
接
着
歯
学
を
発
展
さ

せ
て
き
た
。
ま
た
、
理
事
長
を

務
め
る
日
本
接
着
歯
学
会
の
目

指
す
接
着
と
は
、
単
に
レ
ジ
ン

を
歯
に
接
着
さ
せ
る
と
い
っ
た

従
来
の
概
念
を
超
越
し
、
歯
科

治
療
そ
の
も
の
を
根
本
的
に
変

革
さ
せ
る
接
着
歯
学
を
探
究
す

る
と
と
も
に
、
関
連
歯
科
医
学

領
域
へ
の
新
し
い
科
学
の
導
入

と
普
及
で
あ
る
。
今
回
は
、
日

本
接
着
歯
学
会
の
歩
み
、
接
着

歯
科
治
療
専
門
医
を
は
じ

め
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
大
学

教
育
、
歯
学
生
・
歯
科
医
師
に

期
待
す
る
こ
と
を
聞
い
た
。

―
日
本
接
着
歯
学
会
の
歴
史
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
日
本
接
着
歯
学
会
は
、
１
９

８
７
年
（
昭
和
58
年
）
に
設
立

し
た
日
本
接
着
歯
学
研
究
会
が

前
身
で
す
。
同
年
の
第
５
回
学

術
講
演
会
（
京
都
）
の
総
会
に

お
い
て
、
さ
ら
な
る
発
展
を
目

指
し
、
日
本
接
着
歯
学
会
と
し

て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
学
会
設
立
38
年
目

に
あ
た
り
、
現
在
、
当
会
に
は

「
学
術
」「
編
集
」「
広
報
」

「
研
修
検
討
」「
専
門
医
認

定
」
な
ど
を
管
掌
す
る
13
の
委

員
会
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
日

本
歯
科
医
学
会
の
専
門
分
科
会

に
加
入
し
て
お
り
、
２
０
１
６

年
４
月
に
一
般
社
団
法
人
化
を

図
り
、
国
民
の
た
め
の
接
着
歯

科
医
療
を
見
据
え
な
が
ら
、
所

属
会
員
は
じ
め
歯
科
医
療
関
係

者
の
協
働
に
よ
っ
て
良
質
な
歯

科
医
療
を
行
え
る
よ
う
、
学
問

と
臨
床
の
両
面
を
重
視
し
、
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

―
接
着
歯
科
治
療
専
門
医
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

略　歴
1980年日本歯科大学卒業、1984年同大大学院修
了。以後、同大学助手、講師、助教授を経て、
2003年より同大学教授に就任。1984年同大学よ
り歯学博士号を得る。学位論文名は「臼歯修復用
コンポジットレジンの繰り返し荷重下における縁
端強度」。2020年より一般社団法人日本接着歯学
会理事長、現在に至る。

一般社団法人 日本接着歯学会 理事長

日本歯科大学 生命歯学部

接着歯科学講座 教授

奈良 陽一郎 氏
（ な ら ・ よ う い ち ろ う ） 　 　 　

　
接
着
歯
科
治
療
専
門
医
と
は
、

当
会
が
認
証
し
て
い
る
専
門
医

で
す
。
２
０
０
１
年
の
１
月
27

日
に
施
行
し
た
接
着
歯
科
治
療

認
定
医
が
そ
の
前
身
で
、
時
代

に
応
じ
て
、
２
０
２
０
年
10
月

４
日
の
社
員
総
会
の
承
認
を
経

て
、「
専
門
医
制
度
」
に
移
行
・

施
行
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、

１
９
９
名
の
専
門
医
と
人
材
育

成
を
図
る
41
名
の
指
導
医
が
認

証
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
専
門

医
制
度
へ
の
移
行
に
際
し
て

は
、
日
本
大
学
歯
学
部
教
授
の

宮
崎
真
至
前
理
事
長
が
尽
力
さ

れ
、
私
は
そ
の
バ
ト
ン
を
引
き

継
ぎ
ま
し
た
。
現
在
は
、
専
門

医
認
定
委
員
会
の
加
藤
正
治
理

事
、
研
修
検
討
委
員
会
の
秋
本

尚
武
理
事
を
中
心
に
、
施
行
し

て
お
り
ま
す
。

―
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
セ
ン
」

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
世
の
中
に
良
い
医
療
、
ク
オ

リ
テ
ィ
の
高
い
医
療
を
提
供
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
、
専
門
的

な
知
識
と
技
能
を
身
に
付
け
、

日
々
自
己
研
鑽
に
励
む
医
療
人

の
育
成
を
図
る
こ
と
を
見
据
え

て
立
ち
上
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
す
。「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
セ

ン
」
の
「
セ
ン
」
に
は
２
つ
の

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
つ
は
、
日
本
歯
科
専
門
医
機

構
が
医
科
系
と
歩
調
を
合
せ
な

が
ら
策
定
を
図
っ
て
い
る
「
専

門
医
」
の
「
セ
ン
」
か
ら
取
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
専
門
医
制
度

に
か
か
る
申
請
学
会
に
は
14
の

要
件
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
11
番
目
に
「
会
員
数
が
千
人

以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
８

割
以
上
が
当
該
認
定
に
係
る
歯

科
医
師
で
あ
る
こ
と
」
と
い
う

項
目
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
千
人
」
か
ら
取
っ
た
「
セ

ン
」
は
、
こ
の
要
件
を
満
た

そ
う
と
す
る
当
会
の
意
気
込
み

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

―
日
本
接
着
歯
学
会
の
展
望
を
。

　
接
着
歯
科
医
学
の
さ
ら
な
る

探
究
と
、
そ
れ
ら
エ
ビ
デ
ン
ス

に
基
づ
く
良
質
な
接
着
歯
科
医

療
を
広
く
国
民
に
提
供
す
る
実

行
力
の
推
進
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
エ
ビ
デ
ン

ス
集
積
に
必
要
な
実
戦
的
研

究
、
そ
れ
ら
ア
ウ
ト
カ
ム
の
遅

滞
な
き
公
表
、
新
し
い
技
法
や

器
材
を
活
用
し
た
接
着
歯
科
医

療
の
普
及
を
推
し
進
め
て
参
り

ま
す
。
こ
れ
は
学
会
の
責
務
で

あ
り
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、
世

界
中
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、

良
質
な
接
着
歯
科
医
療
を
提
供

し
続
け
る
こ
と
が
当
会
の
存
在

意
義
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
歯
科
医
療
は
、

ミ
ニ
マ
ル
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ

ン
デ
ン
テ
ィ
ス
ト
リ
ー
（
Ｍ
Ｉ

Ｄ
）
を
含
め
、
接
着
な
く
し
て

成
し
得
ま
せ
ん
。
も
っ
と
も
っ

と
多
く
の
歯
科
医
療
関
係
者
が

当
会
に
興
味
を
抱
き
、
接
着
の

活
用
法
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ

き
、
自
己
研
鑽
し
な
が
ら
、
日

々
巡
り
会
う
患
者
国
民
へ
臨
床

で
還
元
し
て
ゆ
く
。
そ
の
様
な

「
雰
囲
気
」「
シ
ス
テ
ム
」「
取

り
組
み
」
が
育
ま
れ
る
よ
う
切

に
願
っ
て
い
ま
す
。

―
日
本
歯
科
大
学
、
接
着
歯
科

学
講
座
に
つ
い
て
。

　
日
本
歯
科
大
学
の
創
立
は
１

９
０
７
年
、
つ
ま
り
明
治
40
年

の
６
月
１
日
ま
で
遡
り
、
今
年

創
立
１
１
５
周
年
を
迎
え
ま
す
。

本
学
は
２
つ
の
歯
学
部
を
有
す

る
わ
が
国
唯
一
の
歯
科
大
学
で

す
。
ま
た
、
２
つ
の
大
学
院
研

究
科
、
３
つ
の
附
属
病
院
、
２
つ

の
短
期
大
学
、
１
つ
の
博
物
館

が
あ
り
、
学
生
数
は
約
２
０
０

０
名
、
教
職
員
数
は
約
１
０
０

０
名
、
卒
業
生
総
数
は
約
２
万

１
０
０
０
名
に
の
ぼ
り
ま
す
。

ま
た
、
私
が
所
属
し
て
い
る
接

着
歯
科
学
講
座
の
生
い
立
ち

は
、
１
９
６
０
年
３
月
10
日
に

文
部
省
大
学
院
設
置
審
議
会
に

よ
る
大
学
院
設
置
の
認
可
を
受

け
、
ま
ず
歯
科
保
存
学
教
室
の

第
１
講
座
・
第
2
講
座
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
歯
周
病
学

講
座
の
開
設
、
２
０
０
１
年
の

本
学
機
構
改
革
に
よ
る
修
復
・

歯
内
の
統
合
が
な
さ
れ
た
「
歯

科
保
存
学
講
座
」
の
設
置
を
経

て
、
２
０
１
２
年
に
世
界
で
初

め
て
講
座
名
称
に
接
着
を
付
し

た
本
学
理
事
長
命
名
に
よ
る

「
接
着
歯
科
学
講
座
」
が
誕
生

し
ま
し
た
。

―
コ
ロ
ナ
禍
で
大
学
の
授
業
風

景
は
変
わ
り
ま
し
た
か
。

　
コ
ロ
ナ
発
生
か
ら
昨
年
の
前

学
期
ま
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
み
と
な
り
、
実
習
科
目
で
は

教
員
が
手
技
を
画
面
上
に
映

し
、
自
宅
に
い
る
学
生
は
、
画

面
を
見
な
が
ら
練
習
す
る
…
と

い
う
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
方
法

で
授
業
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
歯

科
医
師
の
親
を
も
つ
学
生
は
、

身
近
に
タ
ー
ビ
ン
や
エ
ン
ジ
ン

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
で
は
な

い
学
生
は
高
価
な
そ
れ
ら
機
器

を
持
ち
合
せ
て
お
ら
ず
、
ス
キ

ル
体
得
の
場
と
機
会
を
失
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
本
学
で
は
、
昨

年
９
月
か
ら
実
習
科
目
設
定
日

の
み
登
校
・
集
合
型
を
再
開

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
防
止
策
を
徹
底
し
つ

つ
、
実
習
科
目
は
対
面
式
に

て
、
講
義
科
目
は
オ
ン
ラ
イ
ン

に
て
実
施
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

方
式
と
し
ま
し
た
。

―
ネ
ッ
ト
環
境
で
学
生
の
差
は

生
じ
ま
し
た
か
。

　
幸
い
、
環
境
に
よ
る
差
は
あ

ま
り
生
じ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
教
育
は
、
従
前
の
対

面
式
授
業
に
比
べ
学
習
修
得
効

果
が
低
減
し
た
よ
う
に
感
じ
て

い
ま
す
。
私
は
、
授
業
は
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
だ
と
思
っ

て
お
り
、
学
生
に
向
け
て
身
振

り
手
振
り
を
交
え
な
が
ら
キ
ャ

ッ
チ
ボ
ー
ル
形
式
で
授
業
を
し

ま
す
。
し
か
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
す
と
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の

画
面
や
音
声
が
中
心
と
な

り
、
ま
た
、
黒
板
も
活
用
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
教
員
の
力
が

発
揮
で
き
ず
教
育
効
果
も
こ
れ

ま
で
よ
り
低
減
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
実
際
に
担
当
科
目
の

成
績
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
よ
り

も
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
と
一
昨
年
の
臨
床
実
習

生
や
研
修
歯
科
医
は
、
ほ
と
ん

ど
実
技
が
叶
わ
ぬ
状
況
で
課
程

を
修
了
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。し
た
が
っ
て
、

研
修
歯
科
医
を
含
め
た
若
き
歯

科
医
師
の
勤
務
先
院
長
先
生
を

は
じ
め
と
す
る
先
輩
ド
ク
タ
ー

は
、
臨
床
手
技
を
身
に
付
け
て

当
た
り
前
の
こ
と
を
身
に
付
け
る
機
会
を
失
う

い
な
い
も
の
と
し
て
指
導
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
患
者
さ
ん
と
の
接
し
方
」

「
歯
科
医
師
と
し
て
の
振
る
舞

い
」「
医
療
人
と
し
て
の
言
葉

遣
い
」「
カ
ル
テ
の
記
載
」「
保

険
点
数
の
算
定
の
仕
方
」な
ど
、

こ
れ
ま
で
通
り
で
あ
れ
ば
普
通

に
経
験
し
、
当
然
の
よ
う
に
身

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
そ
う
い
っ
た
も
の
が
突
然

な
く
な
り
、
当
た
り
前
の
こ
と

を
身
に
付
け
る
機
会
を
失
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
加
え
て
、
医

療
人
で
あ
る
前
に
、
人
と
し
て

社
会
人
と
し
て
当
た
り
前
の
こ

と
を
学
ぶ
機
会
を
、
コ
ロ
ナ
禍

は
学
生
か
ら
奪
い
去
っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
を
憂
慮
し
て
い
ま
す
。

―
歯
学
生
、
歯
科
医
師
に
期
待

す
る
こ
と
は
。

　
医
療
と
い
う
も
の
は
、
こ
れ

を
担
う
私
た
ち
の
た
め
に
あ
る

も
の
で
は
な
く
、
医
療
を
受
け

る
人
の
た
め
に
あ
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。
患
者
と
国
民
の

た
め
に
、
し
っ
か
り
と
し
た
納
得

の
い
く
、
あ
る
い
は
自
分
と
し

て
、
医
療
人
と
し
て
悔
い
の
な

い
医
療
を
行
う
に
は
、
何
が
必

要
な
の
か
。
歯
科
医
師
と
歯
学

生
に
は
、
歯
科
医
療
は
こ
れ
を

受
け
る
人
の
た
め
に
あ
る
と
い

う
こ
と
を
心
に
刻
み
、
ひ
た
む

き
に
自
己
研
鑽
に
励
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

―
ご
自
身
が
歯
科
医
師
を
志
し

た
き
っ
か
け
は
。

　
実
は
高
校
生
の
頃
、
私
が
一

番
に
な
り
た
か
っ
た
の
は
「
外

交
官
」
で
、
そ
の
次
は
「
パ
イ

ロ
ッ
ト
」、
次
い
で
「
世
界
中

を
飛
び
回
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
」

で
し
た
。
出
身
校
は
中
高
一
貫

の
進
学
校
で
し
た
の
で
、
同
級

生
の
多
く
が
有
名
国
立
大
学
・

難
関
私
立
大
学
に
進
学
し
ま
し

た
。
３
つ
の
夢
が
あ
っ
た
私
は

志
望
校
調
査
に
「
東
京
大
学
」

「
航
空
大
学
校
」「
慶
応
義
塾

大
学
」
と
書
い
て
提
出
し
た
と

こ
ろ
、
担
任
の
先
生
は
歯
科
医

師
の
父
に
「
ご
子
息
を
歯
科
医

師
に
し
な
く
て
い
い
の
で
す

か
」
と
連
絡
し
た
よ
う
で
す
。

父
は
こ
れ
を
聞
き
、「
と
り
あ

え
ず
歯
科
医
師
免
許
を
取
り
、

卒
後
４
年
間
は
面
倒
み
る
か
ら
、

そ
の
後
外
交
官
で
も
パ
イ
ロ
ッ

ト
で
も
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
で
も
な

れ
ば
い
い
」
と
息
子
を
丸
め
込

ん
だ
訳
で
す
。
夢
に
抱
い
て
い

た
職
種
と
は
異
な
り
ま
す
が
、

歯
科
大
学
に
進
学
し
、
国
民
に

と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
医

療
の
深
さ
、
尊
さ
、
遣
り
甲
斐

へ
と
導
い
た
亡
き
父
に
、
い
ま

は
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

―
大
切
に
し
て
い
る
言
葉
は
。

　
「
明
る
く
、
優
し
く
、
逞
し

く
（
た
く
ま
し
く
）」
と
い
う

言
葉
が
好
き
で
す
。「
明
る

く
」
は
私
の
イ
メ
ー
ジ
通
り
の

よ
う
で
す
。「
優
し
く
」
は
、

た
だ
優
し
い
ば
か
り
で
は
な

く
、
相
手
の
こ
と
を
想
い
、
時

に
は
厳
し
く
「
た
し
な
め
る
」

こ
と
が
で
き
る
優
し
さ
の
こ
と

で
す
。
そ
し
て
「
逞
し
く
」

は
、
自
分
へ
の
願
い
で
も
あ
り

ま
す
。

　
現
在
、
教
職
に
在
っ
て
、
学

生
・
先
輩
後
輩
・
同
僚
の
前
で

元
気
に
明
る
く
振
る
舞
う
自
分

が
お
り
ま
す
が
、
実
は
〝
カ
ラ

元
気
〞
で
あ
る
こ
と
が
結
構
あ
り

ま
す
。
特
に
〝
打
た
れ
弱
い
〞

面
が
あ
り
、
落
ち
込
ん
で
気
力

を
失
う
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
こ
そ
、
シ
ッ
カ
リ
前

を
向
い
て
、
心
も
体
も
元
気
に

逞
し
く
あ
り
た
い
…
と
願

い
、
こ
の
言
葉
を
大
切
に
し
て

お
り
ま
す
。

―
本
日
は
貴
重
な
お
時
間
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

笑
顔
を
交
え
な
が
ら
、
日
本
の
み
な
ら
ず
広
く
世
界
中
の
患
者
さ
ん
に
ど
の

よ
う
に
「
良
質
な
接
着
歯
科
医
療
」
を
届
け
る
か
、
ま
た
、
未
来
を
担
う
歯

学
生
に
望
む
歯
科
医
師
像
を
語
る
奈
良
陽
一
郎
氏=

協
会
撮
影

視点

（ 6）第６２２号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２２年（令和４年）1月１日 （第三種郵便物認可）
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（７） 第６２２号 ２０２２年（令和４年）１月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）
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謹賀新年

希望とは目に見える美しい景色にあるのではなく、心の中に存在す
るものだ、ということに思い至りました。日々ひたむきに医療と向き
合う若者の眼差し、そして、覚悟が僕の抱いた希望です。
（植村 元喜／板橋区）

　所在地は、神奈川県相模原市緑区青根です。設置施設は地元の墓地
で、名称不明です。画像を拡大すると「歯」の文字の中にある4つの点
が下顎の大臼歯の絵文字になっています。
（川本 弘／足立区）

新春特別企画
会員投稿写真
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８
月
４
日
の
歯
科
医
療
（
そ

の
１
）
に
引
き
続
き
、
２
０
２

２
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
向
け

て
12
月
10
日
に
歯
科
医
療
（
そ

の
２
）
が
中
医
協
で
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
協
会
で

は
、
公
表
さ
れ
た
中
医
協
資
料

を
読
み
解
き
、
現
時
点
で
の
改

定
の
方
向
性
や
内
容
に
つ
い
て

議
論
し
、
問
題
点
を
検
証
す
る

た
め
に
12
月
19
日
に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

を
使
用
し
て
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

方
式
で
役
員
・
部
員
・
事
務
局

員
に
よ
る
政
策
学
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。本
政
策
学
習
会
は
、

２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改
定

が
歯
科
保
険
医
に
と
っ
て
、
悪

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
か

検
証
し
、
混
乱
を
招
い
た
り
、

問
題
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
改

定
内
容
が
あ
っ
た
り
す
る
場
合
、

歯
科
医
療
の
現
場
の
声
と
し
て
、

厚
労
省
サ
イ
ド
に
改
善
を
求
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議

会
で
歯
科
医
療

（
そ
の
２
）

に
つ
い
て
、
議
論
さ
れ
た
と

の
こ
と
。

12
月
10
日
の
中
医
協
の
資
料

を
紹
介
し
ま
す
。そ
の
内
容
は
、

３
大
項
目
に
分
類
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
３
大
項
目
と
は
、

「
１
．
歯
科
医
療
を
取
り
巻
く

状
況
に
つ
い
て
」「
２
．
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
に

　

歯
科
医
療

（
そ
の
２
）
の

内
容
に
つ
い
て
、
教
え
て
く

だ
さ
い
。

つ
い
て
」「
３
．
生
活
の
質
に

配
慮
し
た
歯
科
医
療
の
推
進
な

ど
」
で
す
。

　
「
１
．
歯
科
医
療
を
取
り
巻

く
状
況
に
つ
い
て
」
は
、
４
年

前
の
改
定
で
用
い
ら
れ
た
図
を

使
っ
て
、
歯
科
治
療
の
需
要
の

将
来
予
想
と
し
て
、
治
療
中
心

型
か
ら
、
治
療
・
管
理
・
連
携

型
へ
の
シ
フ
ト
の
必
要
性
が
再

度
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
上

で
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

に
お
け
る
歯
科
医
療
機
関
な
ど

の
役
割
」「
あ
る
べ
き
歯
科
医

師
像
と
か
か
り
つ
け
歯
科
医
の

機
能
・
役
割
」「
具
体
的
な
医

科
歯
科
連
携
方
策
と
歯
科
疾
患

予
防
策
」
に
つ
い
て
詳
細
な
目

標
な
ど
が
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
２
．
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
推
進
に
つ
い
て
」
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
発
生
を
受
け
て
、
地
域
に
お

け
る
歯
科
医
療
機
関
と
施
設
・

行
政
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携

の
必
要
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

か
か
り
つ
け
歯
科
医
機
能
強
化

型
歯
科
診
療
所
の
施
設
基
準
の

見
直
し
、
特
に
要
件
の
一
つ
で

あ
る
自
治
体
が
実
施
す
る
歯
科

保
健
に
係
る
事
業
へ
の
協
力
に

つ
い
て
、
介
護
老
人
保
健
施
設

な
ど
に
お
け
る
歯
科
疾
患
に
対

す
る
取
り
組
み
の
推
進
な
ど
と

関
連
付
け
な
が
ら
明
確
化
す
る

な
ど
、
改
定
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

　
医
療
機
関
間
の
連
携
の
一
つ

と
し
て
は
、
障
害
者
歯
科
治
療

を
推
進
す
る
た
め
の
連
携
に
関

大
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
口
腔
機
能
の
評
価
と

し
て
、
小
児
口
腔
機
能
管
理
料

と
口
腔
機
能
管
理
料
の
対
象
年

齢
が
見
直
さ
れ
そ
う
で
す
。

　
歯
周
基
本
治
療
処
置
（
Ｐ
基

処
）
に
つ
い
て
、
比
較
的
簡
単

な
処
置
で
あ
り
、
平
均
所
要
時

間
が
比
較
的
短
い
と
し
て
お

り
、
改
定
の
財
源
確
保
の
た
め

に
包
括
化
す
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
中
医
協
資
料
を
読
み
解
い
た

上
で
、
２
０
２
２
年
度
診
療
報

酬
改
定
の
内
容
に
つ
い
て
検
討

し
ま
し
た
が
、
ま
だ
決
定
し
た

わ
け
で
は
な
く
想
像
の
域
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
段

階
で
疑
問
が
あ
れ
ば
、
現
場
の

声
を
行
政
側
に
伝
え
る
こ
と
が

望
ま
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
歯

科
医
療
と
国
民
の
た
め
に
、
よ

り
よ
い
改
定
に
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

支援補助金 （８万円）
申請締め切りは１月３１日まで

　
「
令
和
３
年
度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
防
止
継
続
支

援
補
助
金
」（
無
床
歯
科
診
療
所
上

限
８
万
円
）
の
申
請
が
１
月
31
日
に

締
め
切
り
と
な
る
。
今
回
は
10
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
か
か
っ
た

感
染
拡
大
防
止
に
要
す
る
か
か
り
増

し
費
用
が
対
象
で
、
感
染
対
策
と
し

て
使
用
し
た
も
の
の
経
費
が
含
ま
れ

る
。

　

協
会
に
は
対
象
経
費
に
関
し

て
、
様
々
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
感
染
対
策
と
し
て
使
用
し
た
説

明
が
で
き
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
支
援

補
助
金
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
具
体
的
に
何
が
対
象
に
な

る
か
と
い
う
よ
り
も
、
ど
の
よ
う
な

目
的
で
使
用
す
る
か
を
踏
ま
え
て
申

請
を
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
家
賃
に

関
し
て
は
「
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

新
た
に
借
り
た
診
療
ス
ペ
ー
ス
に
係

る
家
賃
」
が
対
象
と
な
っ
て
お
り
、

前
回
の
支
援
補
助
金
で
対
象
と
な
っ

て
い
た
「
診
療
ス
ペ
ー
ス
に
係
る
テ

ナ
ン
ト
家
賃
」
な
ど
、
通
常
の
テ
ナ

ン
ト
家
賃
は
対
象
外
の
た
め
、
注
意

が
必
要
だ
。

　
ほ
か
、
今
回
は
精
算
済
み
の
申
請

で
、
領
収
書
の
添
付
は
不
要
と
な
っ

て
い
る
。
た
だ
し
、
本
事
業
に
係
る

領
収
書
は
５
年
間
の
保
管
義
務
が
あ

る
。
前
回
ま
で
と
は
違
い
、
概
算
の

申
請
は
で
き
ず
、
２
０
２
１
年
12
月

31
日
ま
で
に
支
払
い
済
み
の
経
費
の

み
が
申
請
可
能
と
な
る
。

　
な
お
、
郵
送
で
の
申
請
を
希
望
す

る
場
合
は
、
厚
生
労
働
省
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
へ
連
絡
が
必
要
と
な
る
。
協

会
で
は
、
申
請
方
法
の
動
画
を
デ
ン

タ
ル
ブ
ッ
ク
内
の
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ

で
公
開
中
。
申
請
方
法
が
わ
か
ら
な

い
場
合
は
ご
活
用
い
た
だ
き
た

い
。
詳
細
は
下
記
表
の
通
り
。

▼
年
金
を
解
約
し
た
場
合

　
掛
金
負
担
者
が
受
け
取
っ
た
場
合
、
利
息
相
当
分
が
「
一
時
所

得
」
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
利
息
相
当
分
合
計
が
50
万
円
以
内

の
場
合
は
非
課
税
で
す
が
、
他
の
一
時
所
得
の
対
象
と
な
る
も
の

と
合
算
し
50
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
50
万
円
を
差
し
引
い
た
残

り
の
２
分
の
１
の
金
額
が
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
年
金
を
受
給
し
た
場
合

　
受
け
取
り
額
の
利
息
相
当
部
分
が
雑
所
得
に
な
り
ま
す
。
他
の

所
得
と
一
緒
に
申
告
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
源
泉
徴
収
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
11
月
度
の
お
支
払
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
料
（
掛
金
）
の
控
除
に
つ
い
て

　
保
険
医
年
金
は
、
生
命
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。
個
人
年
金

控
除
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
法
人
の
経
費
に
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
。

Ⅱ
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て

▼
保
険
医
年
金

　
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
は
、
10
月
末
に
送
付
し
ま
し
た
積
立

金
通
知
書
に
添
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
グ
ル
ー
プ
生
命
保
険

　
ご
希
望
の
方
に
の
み
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

共
済
部
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
す
で
に
お
申
込
み

い
た
だ
い
た
方
に
は
、
11
月
下
旬
に
送
付
し
ま
し
た
。
一
度
、
お

申
し
出
の
あ
り
ま
し
た
先
生
は
翌
年
以
降
、
自
動
的
に
送
付
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
保
険
医
休
業
保
障
共
済
保
険

　
税
法
上
の
生
命
保
険
契
約
に
は
あ
た
ら
な
い
た
め
、
生
命
保
険

料
控
除
証
明
書
の
送
付
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

▼
第
2
休
業
保
障
（
団
体
所
得
補
償
保
険
）

　
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
は
、
10
月
下
旬
に
㈱
ア
サ
カ
ワ
保
険

事
務
所
か
ら
送
付
い
た
し
ま
し
た
（
損
害
保
険
料
控
除
の
対
象
と

は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

Ⅲ
保
険
医
年
金
初
回
掛
金
未
納
の
方
へ

２
０
２
１
年
秋
に
保
険
医
年
金
に
新
規
加
入
・
増
口
を
さ
れ
た

方
で
、
２
０
２
１
年
12
月
25
日
の
掛
金
が
未
入
に
な
っ
て
い
る
方

は
、
至
急
、
協
会
指
定
口
座
へ
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
☎
０
３
―
３
２
０
５
―
２
９
９
９
（
共
済
部
）

Ⅰ
保
険
医
年
金
確
定
申
告
に
つ
い
て
の
ご
案
内

　
　

２
０
２
１
年
中
に
保
険
医
年
金
を
解
約
さ
れ
た
方
、
お

　

よ
び
受
給
を
さ
れ
た
方
は
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

係
す
る
歯
科
診
療
特
別
対
応
連

携
加
算
の
施
設
基
準
の
見
直
し

な
ど
が
行
わ
れ
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
安
心
・
安
全
で
質
の

高
い
歯
科
医
療
の
推
進
の
た
め

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
と
し
て
、
歯

科
衛
生
士
が
訪
問
に
よ
る
訪
問

歯
科
衛
生
指
導
を
実
施
す
る
際

に
、
遠
隔
の
歯
科
医
師
が
口
腔

内
の
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
で
、

よ
り
詳
細
な
指
導
が
で
き
る
と

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
一
つ

と
し
て
評
価
さ
れ
そ
う
で
す
。

　
「
３
．
生
活
の
質
に
配
慮
し

た
歯
科
医
療
の
推
進
な
ど
」は
、

い
く
つ
か
の
項
目
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
に
は
歯
周
病
安
定
期
治
療

（
Ｓ
Ｐ
Ｔ
）
と
歯
周
病
重
症
化

予
防
治
療
（
Ｐ
重
防
）
の
包
括

範
囲
の
区
別
と
整
理
が
行
わ
れ

る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
う
蝕
の

重
症
化
予
防
と
し
て
、
訪
問
診

療
の
患
者
に
限
定
さ
れ
て
い
た

根
面
う
蝕
に
対
し
て
フ
ッ
化
物

歯
面
塗
布
が
外
来
に
も
適
応
拡

２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
て

教えて！教えて！

会長!!  Vol.会長!!  Vol.5454

補 助 額
無床歯科診療所　８万円（上限）
有床歯科診療所　10万円（上限）

申請期限

2021年11日１日から2022年１月31日
※精算交付申請書が到達した日から起算して、原則として２カ月以内に交付の決定お
　よび、交付すべき補助金の額の確定を行う予定。

対象期間 2021年10月１日から2021年12月31日までにかかる経費

対象経費

「従前から勤務している者及び通常の医療の提供を行う者に係る人件費」を除き、
感染拡大防止対策に要するかかり増し費用が対象。今回は、確定後（納品済み）に
対する支援補助金となる。概算払いはできない。

※経費例

・日常診療に要する材料費（衛生材料、消毒薬など、直接診療報酬等を請求できる
　もの以外）
・換気のための軽微な改修（修繕費となるもの）
・休業補償保険等の保険料
・清掃の人材派遣料で従前からの契約に係るもの
・清掃の外部委託費で従前からの契約に係るもの
・感染拡大防止のため購入した施設、設備に係る保守、メンテナンス料
・感染拡大防止のため新たに借りた診療スペースに係る家賃
・院内等での感染拡大を防ぐために購入した空気清浄機（医療用でなくても可）
・紫外線殺菌照射装置
・一時的に閉院した場合の補償を行う保険の保険料
※経費例は新型コロナウイルス感染症感染拡大防止継続支援補助金に関するＱ＆Ａ
　より抜粋。
　 https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/000840779.pdf
　（QRコード参照）

申請方法

１）インターネットによる電子申請。
　　https://iryo-shien.mhlw.go.jp/
　　（QRコード参照）より申請を行う。
２）電子申請以外は厚労省コールセンター
　　（☎0120－336－933  平日９：30 ～ 18：00）へ連絡。

ポ イ ン ト

１）感染拡大防止対策に要するかかり増し費用が対象となる。
　　審査側から問い合わせがあった場合、どのようなかかり増し費用であったかの   
　　説明が必要となる可能性がある。
２）家賃に関しては「感染拡大防止のため新たに借りた診療スペースに係る家賃」が
　　対象。
　　前回の支援金などで対象となっていた通常のテナント家賃は対象外。
３）申請は精算済みの申請のみになるが、領収書の添付は不要。
　　ただし、領収書は５年間の保管義務がある。

厚労省Q＆A

申請フォーム
協会の顧問弁護士と顧問税理士が回答いたします。

日日 時時：：１月 20 日（木） 午後 2 時～5 時

定定 員員：：6 名（各３名。相談時間は 1 人 1 時間以内）

場場 所所：：東京歯科保険医協会 会議室

要要予予約約：：03－3205－2999（担当：経営管理部）

※予約は、受付順とさせていただきます。

無料相談無料相談トトララブブルル防防止止はは早早めめのの対対処処ががポポイインントト 

法法律律相相談談、、経経営営＆＆税税務務相相談談 

（８）第６２２号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２２年（令和４年）１月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com



月日 部位 療法・処置 点数

初診

週間後に肺癌手術を全身麻酔胸腔鏡下で行う予定。 ／

依頼文書なく、全身状態も不明のため対診を実施。 ／

上顎前歯は動揺あり､暫間固定後に口腔内装置製作。 ／

快恢快
劃格劃 Ｐ基検（検査結果 略）

パノラマＸ－Ｒ パ電 （所見 略）

診療情報連携共有料 交付文書の写しを添付

回恢回 暫間固定 エナメルボンドシステム

快恢快 スケーリング ×

歯周基本治療処置（ ）

気管内挿管時の口腔内装置 注①

再診

病院より依頼文書。来週右側肺下葉を切除予定。 ／

病院に歯科がないため、術後も含めた管理の依頼。 ／

株噛株 スケーリング ×

歯周基本治療処置（ ）

気管内挿管時の歯の保護用の口腔内装置 装着 注①

周術期等口腔機能管理計画策定料 注②

周術期等口腔機能管理料（Ⅰ） 注③

蒲鎌乾兜鎌蒲 歯リハ１（１） 左右 番のクラスプを調整

入院、 手術予定 ／

歯科訪問診療料１（ ： 〜 ： 〇〇病院

訪補助（ 保険医花子）

義歯が痛く使えないと訪問の依頼あり。体調不良。 ／

周術期等口腔機能管理料（Ⅰ）

周術期等専門的口腔衛生処置１ 保険医花子 注④

蒲鎌乾兜鎌蒲 義歯調整（床縁削合、咬合調整） ／

Ｔ．コンデ（ティッシュコンディショナー）

訪問計画：来週退院のため、悪化時には再訪問。 ／

再診

退院したが義歯がしっくりこない。粘膜発赤あり。 ／

快恢快
劃格劃 Ｐ基検（検査結果 略）

蒲鎌乾兜鎌蒲 Ｔ．コンデ（ティッシュコンディショナー）

周術期等口腔機能管理料（Ⅰ）

解恢解 ＳＲＰ ×

周周術術期期等等口口腔腔機機能能管管理理ににつついいてて
医科歯科連携の重要性が高まる中で、周術期等口腔機能管理につ

いて、解説する。

患者： 歳・女性

主訴：全身麻酔下での手術予定で、主治医より歯科受診を勧められた。

所見：全顎的に歯石沈着、下顎前歯部著明。上顎前歯部は動揺あり。

傷病名： Ｐ２ 、気管内挿管時の口腔内装置必要状態

蒲鎌乾兜鎌蒲 義歯不適合､床下粘膜異常､

周術期口腔機能管理中、口腔粘膜炎

施設基準：歯初診、歯訪診
《解説》

注① 気管内挿管時の歯の保護等を目的として製作した口腔内装置を製作し

た場合は、印象採得42点、口腔内装置680点（装着料を含む）を算定できる。

病名は「気管内挿管時の口腔内装置必要状態」と記載し、レセプトの摘要欄

には、手術予定日と医療機関名を記載する。

注② 周術期等口腔機能管理計画策定料は、がん等に係る手術、放射線治

療、化学療法又は緩和ケアにおける一連の治療において、依頼文書に基づき、

患者の同意を得た上で管理計画を策定し、文書により提供した場合、当該手

術等に係る一連の治療を通じて１回に限り算定できる。

管理計画書の内容又はその写しをカルテに記載又は添付する。

注③ 周術期等口腔機能管理料(Ⅰ)は、管理計画に基づき、手術を実施する

他の病院である保険医療機関に入院中の患者又は他の病院である保険医療

機関もしくは同一の病院である保険医療機関に入院中の患者以外の患者に

対して、口腔機能の管理を行い情報を文書により提供した場合は、手術前は１

回に限り280点、手術後は手術を行った日の属する月から起算して３月以内に

おいて３回に限り190点を算定する。

注④ 周術期等専門的口腔衛生処置１・92点は、周術期等口腔機能管理料

(Ⅰ)又は (Ⅱ)を算定した入院中の患者に対し、歯科医師の指示を受けた歯科

衛生士が専門的口腔清掃を行った場合に、周術期等口腔機能管理料(Ⅰ)又

は (Ⅱ)を算定した日の属する月において、術前１回、術後１回に限り算定する。

カルテには、歯科衛生士の氏名を記載し、当該処置を行った歯科衛生士は

業務に関する記録を作成する。

機械的歯面清掃処置を算定した日の属する月においては別に算定できない

が、機械的歯面清掃処置を算定した日の属する月において、手術を実施した

日以降に周術期等専門的口腔衛生処置を実施した場合は算定できる。

注⑤ 周術期等口腔機能管理料(Ⅲ)・200点は、がん等に係る放射線治療もし

くは化学療法を実施している患者（予定している患者を含む。）又は緩和ケア

の対象となる患者であって、管理計画書に基づき、歯科医師による必要な口

腔機能の管理を行った場合に、月１回に限り算定する。なお、当該管理報告書

の内容又はその写しをカルテに記載又は添付する。

注⑥ 周術期等専門的口腔衛生処置２・100点は、歯科医師又は歯科医師の

指示を受けた歯科衛生士が放射線治療又は化学療法の副作用として生じた

口腔粘膜炎に対して、専門的な口腔清掃及び口腔粘膜保護材を使用して疼

痛緩和を行った場合に算定する。なお、口腔粘膜保護材に係る特定保険医療

材料料は別に算定し、使用した特定保険医療材料名をカルテに記載する。

歯科医師は、カルテに口腔内の状態（口腔衛生の状況、口腔粘膜の状態等）

及び治療内容等（歯科衛生士が行う場合は、歯科衛生士に指示した内容及び

歯科衛生士の氏名）を記載する。なお、当該処置を行った歯科衛生士は、業務

に関する記録を作成する。

＊＊実実態態にに即即ししててごご請請求求くくだだささいい＊＊

快恢快
劃格劃

月日 部位 療法・処置 点数

再診

手術後切除物断端に一部腫瘍細胞が残存し、追加 ／

で化学療法を開始したと病院から情報提供あり。 ／

舌下部に多発性アフタあり、食事が辛いとのこと。 ／

エピシルにて経過観察へ。 ／

周術期等口腔機能管理料（Ⅲ） 注⑤

周術期等専門的口腔衛生処置 保険医花子 注⑥

口腔衛生状態やや不良。舌下部に粘膜炎があり、 ／

口腔清掃後エピシル口腔用液を塗布するよう指示。 ／

エピシル口腔用液 ｍｌ

使用法を患者に説明。 ／

（９） 第６２２号 ２０２２年（令和４年）１月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918



協
会
活
動
日
誌  

２
０
２
１
年
12
月

  １ 水 第９回経営管理部会
  ２ 木 国会要請行動
  ３ 金 第９回総務会議、「保険でよい
　　    『歯』を」東京連絡会総会
  ５ 日 新規開業医講習会
  ６ 月 受託生保会議
  ７ 火 第９回広報・ホームページ部会
  ８ 水 これから始める歯科訪問診
　　　 療講習会、休保審査会（医科）
  ９  木 第17回理事会
  10 金 第８回財政部会
  12 日 第２回歯初診・外来環・歯
　　　 援診・か強診のための講習会
  13 月 第８回地域医療部会

14 火 第９回共済部会
15 水 第８回医事相談部会
16 木 会員無料相談デー、
　　  経営管理研究会、
　　  2021歯科総行動集会
17 金 SAS講師団会議
18 土 休保審査会（全国）
19 日 理事･部員政策学習会
20 月 第４回反核医師の会世話人会
21 火 第８回社保･学術部会
22 水 第８回組織部会
24 金 第10回総務会議
29 水 事務局休務
　　  （～ 2022年１月５日まで）

◆
第
16
回
理
事
会
◆

11
月
26
日
㈮
、午
後
８
時

〜
９
時
30
分
。会
長
、副
会
長

４
名
、理
事
14
名
、監
事
１

名
、
事
務
局
６
名
の
出

席
。

　
初
め
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
宣

言
解
除
後
の
協
会
運
営
に
つ

い
て
協
議
。理
事
会
や
部
会
、

委
員
会
な
ど
を
、会
場
と
オ

ン
ラ
イ
ン
を
併
用
す
る
「
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
」で
開
催

す
る
に
あ
た
っ
て
の
人
数
制

限
や
案
内
方
法
な
ど
を
具
体

的
に
取
り
決
め
た
。

【
政
策
課
題
】　
①
前
回
の

理
事
会
前
に
開
催
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
学
習
会
の

質
疑
に
つ
い
て
確
認
。②
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
医
療
従
事
者
向
け
ブ
ー

ス
タ
ー
接
種
に
つ
い
て
、東

京
都
福
祉
保
健
局
に
聞
き
取

り
を
し
た
内
容
の
報
告
を
確

認
。③
中
医
協
で
議
論
さ
れ

て
い
る
「
在
宅
そ
の
４
」に

つ
い
て
、理
事
か
ら
説
明
が

な
さ
れ
議
論
。理
事
・
部
員

政
策
学
習
会
（
12
月
19
日
開

催
）で
引
き
続
き
議
論
す
る

こ
と
と
し
た
。

【
情
勢
関
連
】　
第
23
回
医

療
経
済
実
態
調
査
、事
業
復

活
支
援
金
な
ど
に
つ
い
て
の

情
勢
が
報
告
さ
れ
た
。

◆
第
17
回
理
事
会
◆

12
月
９
日
㈭
、午
後
７
時

〜
10
時
。会
長
、副
会
長
５

名
、理
事
15
名
、監
事
２
名
、

事
務
局
16
名
の
出
席
。

【
各
部
検
討
課
題
】　
①
政

策
委
員
長
談
話
「
地
域
医
療

体
制
を
維
持
す
る
に
は
診
療

報
酬
の
プ
ラ
ス
改
定
は
不
可

欠
」を
発
出
し
た
こ
と
、経
営

管
理
部
長
談
話
「
医
療
経
済

実
態
調
査
の
適
正
な
実
施
と

診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
を
求

め
る
」と
「
補
助
金
の
迅
速

な
交
付
を
求
め
る
要
請
書
」

を
発
出
す
る
こ
と
を
確
認
。

ま
た
、診
療
報
酬
改
定
率
が

発
表
さ
れ
た
後
に
談
話
を
作

成
す
る
こ
と
を
確
認
。②
４

年
に
１
度
の
受
講
が
必
要
な

「
院
内
感
染
防
止
対
策
講
習

会
」の
開
催
に
向
け
た
検
討
、

来
年
改
定
さ
れ
る
診
療
報
酬

に
関
す
る
「
新
点
数
説
明

会
」の
開
催
方
法
や
動
画
配

信
方
法
に
つ
い
て
協
議
。③

電
子
帳
簿
保
存
法
の
義
務
化

が
２
年
間
猶
予
さ
れ
た
場
合

の
対
応
に
つ
い
て
協
議
。

【
組
織
の
現
勢
】　
12
月
１

日
付
会
員
数
５
９
３
７
名

（
入
会
19
名
、
退
会
14

名
）。

連
載
／
私
の
目
に
映
る
歯
科
医
療
界

連
載
／
私
の
目
に
映
る
歯
科
医
療
界 

⑩⑩

　

東
洋
経
済
新
報
社

　

編
集
局
報
道
部
記
者

大
西

富
士
男

望まれる国民視点からの望まれる国民視点からの

適正水準などの本質論議適正水準などの本質論議

大詰め迎えた診療大詰め迎えた診療

報酬の本体改定報酬の本体改定

　

Ⅰ　

財
務
省
と
中
医
協
支
払
側
メ
ン
バ
ー
は

　
　
　
　

診
療
報
酬
本
体
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
要
求

　
財
務
省
や
中
医
協
の
1
号
側

（
支
払
側
）
に
よ
る
、
本
体
の

マ
イ
ナ
ス
改
定
要
求
は
前
回
改

定
議
論
の
時
と
同
じ
だ
が
、
今

回
は
財
務
省
の
姿
勢
が
こ
れ
ま

で
に
な
く
強
硬
だ
。「『
マ
イ
ナ

ス
改
定
』
を
続
け
る
こ
と
な
く

し
て
医
療
費
の
適
正
化
は
到
底

図
ら
れ
な
い
」。
12
月
３
日
に

公
表
さ
れ
た
財
政
制
度
等
審
議

会
の「
建
議
」
は
こ
う
言
い
切

っ
て
い
る
。

　
財
務
省
は
同
審
議
会
に
出
し

た
資
料
で
、
①
過
去
20
年
間
の

本
体
改
定
に
あ
た
っ
て
２
年
に

１
度
の
本
体
改
定
率
が
マ
イ
ナ

ス
３・
２
％
よ
り
上
な
ら
ば
医

療
機
関
等
の
収
入（
市
場
規

模
）
は
増
加
し
た
。
ま
た
改
定

率
が
マ
イ
ナ
ス
０・
８
％
で
も

年
平
均
１・
２
％
市
場
は
成
長

２
年
に
１
度
の
診
療
報
酬
改
定
の
論
議

が
終
盤
を
迎
え
て
い
る
。
今
回
の
焦
点

は
、
看
護
職
員
の
賃
上
げ
分
と
不
妊
治
療

の
保
険
適
用
分
の
合
計
で
最
大
見
込
ま
れ

る
０・
５
％
分
を
除
く
診
療
報
酬
本
体
部

分（
実
質
分
）
で
マ
イ
ナ
ス
が
あ
る
か
ど

う
か
だ
。
前
回
の
２
０
２
０
年
度
改
定
で

は
、
医
師
の
働
き
方
改
革
相
当
分
０・
08

％
以
外
の
実
質
分
で
も
０・
47
％
の
プ
ラ

ス
改
定
だ
っ
た
が
、
今
回
の
改
定
も
実
質

プ
ラ
ス
改
定
が
続
く
か
ど
う
か
。
財
務
省

VS
厚
生
労
働
省
、
外
野
の
自
民
党
厚
労
族

議
員
、
医
師
会
な
ど
関
係
団
体
の
動
き

が
、
激
し
さ
を
増
し
て
い
く
は
ず
だ
。

し
た
。
そ
れ
な
の
に
実
際
は
過

去
２
回
を
例
外
に
長
期
間
の

「
本
体
プ
ラ
ス
改
定
」
が
続
い

て
き
た
、
②
改
定
前
の
本
体
の

伸
び
が
高
止
ま
り
し
て
い
る
な

ら
ば
、
躊
躇
な
く
マ
イ
ナ
ス
改

　

Ⅱ　

財
務
省
は
本
体
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
に

　
　
　
　

一
段
と

「強
硬
」
姿
勢
に

　
仮
に
２
０
０
０
年
度
以
来
、

本
体
部
分
の
改
定
が
な
し
（
プ

ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
の
据
え
置

き
）
だ
っ
た
場
合
で
も
、
医
療

機
関
の
収
入
と
な
る
本
体
総
額

（
国
民
医
療
費
ベ
ー
ス
）
は
高

齢
化
等
に
よ
る
押
上
要
因
が
あ

っ
て
年
１
・
６
％
成
長
し
、
２

０
０
０
年
度
の
本
体
総
額
を
１

０
０
と
す
る
と
２
０
１
８
年
度

は
１
３
４
に
拡
大
す
る
。
医
療

機
関
は
十
分
潤
っ
た
は
ず
。

　
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
本
体

で
の
プ
ラ
ス
改
定
を
続
け
て
来

た
た
め
、
年
平
均
で
０
・
２
％

分
が
さ
ら
に
成
長
に
上
乗
せ
さ

れ
た
。
こ
の
間
の
日
本
の
名
目

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
は
、
年
平
均
プ

ラ
ス
０
・
２
％
だ
か
ら
、
こ
れ

と
比
べ
て
も
「
本
体
改
定
率
に

つ
い
て
医
療
費
の
適
正
化
と
は

程
遠
い
対
応
を
繰
り
返
し
て
き

た
」
と
言
え
る
。
だ
か
ら
今
後

は
、「
本
体
の
マ
イ
ナ
ス
改
定

を
続
け
る
こ
と
な
く
し
て
、
医

療
費
の
適
正
化
は
到
底
図
れ
な

い
」
こ
と
に
な
る
。

２
年
に
一
度
の
本
体
改
定
が

平
均
マ
イ
ナ
ス
３
・
２
％
（
１

年
あ
た
り
１
・
６
％
の
マ
イ
ナ

ス
に
相
当
）
を
下
回
ら
な
い
限

り
、
高
齢
化
等
に
よ
る
市
場
拡

大
効
果
（
年
平
均
１
・
６
％
）

の
ほ
う
が
上
回
る
の
で
、
市
場

　

Ⅲ　

「医
療
費
の
適
正
化
」
を
巡
る

　
　
　
　

財
務
省
の
論
理
は
や
や
乱
暴
に
映
る

【プロフィール】
大西富士男（おおにし・ふじお）
株式会社東洋経済新報社編集局報道部記
者。1959年生まれ。東京大学文学部卒。
東洋工業（現マツダ）勤務を経て東洋経
済新報社入社。「週刊東洋経済」等の編
集、ゼネコン、自動車、保険、商社など
担当を歴任、2017年からは製薬・バイオ
ベンチャー・医薬品卸・薬局をメインに
取材する。

拡
大
は
維
持
で
き
た
。つ
ま
り
、

医
療
機
関
が
受
け
取
る
収
入
は

プ
ラ
ス
に
な
っ
た
は
ず
。
改
定

率
が
マ
イ
ナ
ス
０
・
８
％
だ
っ

た
場
合
で
も
、
人
口
減
少
分
も

加
味
し
た
高
齢
化
要
因
に
よ
る

市
場
拡
大
（
年
平
均
１
・
２
％
）

の
恩
恵
を
享
受
で
き
た
は
ず

だ
。こ
れ
が
財
務
当
局
の
理
屈
だ
。

　
本
体
改
定
率
が
、
マ
イ
ナ
ス

０
・
８
〜
３
・
２
％
な
ら
、
医

療
機
関
が
受
け
取
る
本
体
報
酬

は
プ
ラ
ス
成
長
だ
っ
た
と
い
う

説
明
か
ら
は
、
財
務
省
が
こ
の

水
準
を
「
医
療
費
の
適
正
化
の

水
準
」
と
し
て
意
識
し
て
い
る

こ
と
が
窺
え
る
。
２
０
２
２
年

度
予
算
、
本
体
改
定
率
で
も
こ

れ
を
ベ
ー
ス
に
強
く
望
む
の
は

間
違
い
な
い
。
実
際
に
、
看
護

師
賃
金
ア
ッ
プ
分
な
ど
を
含
め

た
本
体
総
額
改
定
マ
イ
ナ
ス
の

可
能
性
を
み
る
報
道
ま
で
出
て

い
る
。

定
す
べ
き
、
③
薬
価
改
定
に
よ

る
引
き
下
げ
分
を
財
源
と
み
な

し
、
こ
れ
を
本
体
部
分
改
定
の

上
積
み
の
原
資
と
す
る
、
診
療

側
が
長
年
主
張
し
て
き
た
考
え

を「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
を
重
ね
た
も
の
」
で
あ

る
―
と
い
っ
た
こ
と
が
強
調
さ

れ
て
い
る
。

　
歯
科
を
含
め
た
２
号
側
（
診

療
側
）
も
反
論
す
る
。
厚
労
省

の
最
新
の
第
23
回
医
療
経
済
実

態
調
査
を
基
に
、
病
院
、
診
療

所
な
ど
の
経
営
実
態
は
、
コ
ロ

ナ
禍
も
あ
っ
て
悪
化
が
続
く
。

診
療
報
酬
本
体
の
プ
ラ
ス
改
定

が
不
可
欠
だ
と
い
う
。

　
見
逃
せ
な
い
の
は
、
高
齢
化

等
に
伴
う
診
療
費
の
伸
び
（
国

民
医
療
費
）
と
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

伸
び
を
比
較
し
て
、
前
者
が
後

者
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
を
も

っ
て
「
医
療
費
の
適
正
化
」
か

ら
逸
脱
す
る
と
財
務
省
が
見
て

い
る
と
受
け
取
れ
る
点
だ
。
本

体
部
分
の
収
入
が
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
伸
び
を
上
回
る
の
は
、
い
う

ま
で
も
な
く
高
齢
化
に
よ
っ
て

医
療
需
要
が
拡
大
し
て
い
る
こ

と
が
大
き
い
。
適
正
化
に
反
す

る
と
の
見
方
は
一
方
的
過
ぎ
る
。

無
駄
な
受
診
な
ど
を
削
り
、
医

療
供
給
側
の
効
率
化
を
進
め
、

国
民
医
療
費
の
節
減
を
図
る
こ

と
は
、
国
民
的
に
も
望
ま
し
い

が
、「
外
部
要
因
に
よ
る
市
場

増
加
分
を
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率

に
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
べ
し
」

と
も
受
け
と
れ
る
財
務
省
の
論

理
は
、
や
や
乱
暴
に
映
る
。

　
本
体
改
定
率
の
決
定
に
当
た

っ
て
は
、
医
療
機
関
の
経
営
状

況
の
正
確
な
把
握
が
不
可
欠

だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
経
営
が
悪
化

し
て
い
る
と
い
う
診
療
側
と
、

２
０
２
１
年
度
に
入
り
状
況
は

改
善
し
て
い
る
と
い
う
財
務
省

や
支
払
側
の
主
張
は
真
っ
向
対

立
す
る
が
、
こ
れ
も
サ
ン
プ
ル

数
な
ど
に
限
界
は
あ
り
な
が

ら
、
現
状
、
依
拠
に
で
き
る
唯

一
の
最
新
デ
ー
タ
（
第
23
回
医

療
経
済
実
態
調
査
）
を
基
に
、

関
係
者
間
で
国
民
の
利
益
を
最

終
の
拠
り
所
に
、
短
期
・
中
長

期
の
視
点
も
交
え
て
冷
静
な
議

論
を
進
め
る
し
か
な
い
。

　
そ
の
上
で
、
財
務
省
の
言
う

通
り
に
、
医
療
機
関
が
受
け
取

る
収
入
が
20
年
に
わ
た
り
長
期

で
増
加
し
て
い
る
な
ら
ば
、
な

ぜ
診
療
側
が
主
張
す
る
よ
う
に

今
も
看
護
師
（
歯
科
で
い
え
ば

歯
科
衛
生
士
や
歯
科
技
工

士
）
の
待
遇
改
善
や
病
院
・
診

療
所
の
経
営
改
善
の
た
め

に
、
診
療
報
酬
の
本
体
ア
ッ
プ

を
必
要
と
す
る
の
か
、
国
民
の

目
に
は
根
本
的
な
疑
問
は
残

る
。
そ
の
理
由
を
政
府
や
関
係

医
療
機
関
が
基
礎
デ
ー
タ
を
含

め
て
わ
か
り
や
す
く
解
明
・
提

示
し
、
冷
静
で
正
確
な
議
論
を

す
る
こ
と
を
、
国
民
は
強
く
望

ん
で
い
る
は
ず
だ
。
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大
学
卒
業
後
に
勤
務
し
た
研

修
病
院
で
、
初
め
て
保
険
請
求

を
教
わ
っ
た
頃
、
根
管
貼
薬
の

点
数
が
あ
ま
り
に
も
低
い
こ
と

に
驚
い
た
の
を
今
で
も
覚
え
て

い
ま
す
。
み
っ
ち
り
30
分
か
け

て
、
細
い
根
管
を
リ
ー
マ
ー
破

折
の
リ
ス
ク
と
戦
い
な
が

ら
、
根
尖
ま
で
突
き
出
さ
な
い

よ
う
拡
大
、
貼
薬
し
、
セ
メ
ン

ト
で
仮
封
し
て
、
数
十
点
…
。

し
か
も
仮
封
セ
メ
ン
ト
は
点
数

も
な
い
な
ん

て
。
多
く
の

先
生
方
も
一

度
は
同
じ
よ

う
に
思
わ
れ

た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
な
ぜ
こ
ん
な
に
も

点
数
が
低
い
の
か
？
そ
し
て
な

ぜ
点
数
が
上
が
ら
な
い
の
か
？

　
私
は
現
在
、
東
京
歯
科
保
険

医
協
会
で
理
事
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
原
点
は
こ

う
い
う
素
朴
な
疑
問
で
す
。
な

ぜ
義
歯
調
整
は
月
１
回
し
か
請

求
で
き
な
い
の
？
な
ぜ
浸
潤
麻

酔
は
麻
酔
し
た
ご
と
に
請
求
で

き
な
い
の
？
な
ぜ
ク
ラ
ウ
ン
と

コ
ア
を
除
去
し
た
の
に
両
方
請

求
で
き
な
い
の
…
？

　
き
っ
と
ほ
か
に
も
、
先
生
方

の
「
？
」
が
た
く
さ
ん
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
協
会
で
は
私
も
含
め
て
こ
れ

ま
で
事
あ
る
ご
と
に
、
厚
生
労

働
省
の
歯
科
保
険
担
当
技
官
に

こ
う
し
た
疑
問
を
ぶ
つ
け
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
き
ま
っ
て

返
っ
て
く
る
答
え
は
「
想
い
は

共
有
す
る
が
、
予
算
が
な
い
」

で
す
。
つ
ま
り
歯
科
医
療
に
関

す
る
予
算
が
な
い
の
で
点
数
は

簡
単
に
上
げ
ら
れ
な
い
と
い
う

の
で
す
。
根
管
貼
薬
費
を
1
点

上
げ
る
た
め
に
は
膨
大
な
予
算

が
必
要
に
な
る
と
…
。

　
私
は
協
会
で
実
際
に
厚
労
省

歯
科
医
療
担
当
技
官
と
話
を
す

る
よ
う
に
な

る
ま
で
、
歯

科
医
療
費
の

予
算
が
足
り

な
く
て
、
歯

科
診
療
点
数
が
低
く
抑
え
ら
れ

て
い
る
な
ん
て
思
い
も
よ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
私
た
ち
が
行
っ
た
診
療
行
為

は
正
当
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で

す
。
協
会
で
は
、
以
前
か
ら
歯

科
医
療
費
の
総
枠
拡
大
を
訴
え

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
歯
科

医
療
費
は
平
成
８
年
以
降
、
ほ

ぼ
横
ば
い
の
状
態
が
続
い
て
お

り
、
し
か
も
総
医
療
費
に
占
め

る
歯
科
医
療
費
の
割
合
は
年
々

減
少
し
て
い
る
の
が
実
状
で

す
。

　
こ
の
現
状
を
少
し
で
も
改
善

さ
せ
る
た
め
に
は
、
先
生
方
の

一
人
ひ
と
り
の
声
が
必
要
で

す
。
先
生
方
に
は
た
び
た
び
ア

ン
ケ
ー
ト
や
署
名
な
ど
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
貴

重
な
声
と
な
り
、
国
を
動
か
す

原
動
力
に
な
り
ま
す
。
先
生

方
、
ぜ
ひ
一
緒
に
声
を
挙
げ
て

く
だ
さ
い
。

　
今
年
も
診
療
報
酬
改
定
が
あ

り
ま
す
。
先
生
方
の
想
い
が
国

に
伝
わ
る
よ
う
に
、
協
会
は
こ

れ
か
ら
も
先
生
方
の
声
、
願
い

を
一
つ
ひ
と
つ
積
み
上
げ
る
活

動
を
し
て
い
き
ま
す
。

一
緒
に
声
を
挙
げ
ま
せ
ん
か
？

    

濱
﨑
啓
吾
（
理
事
／
練
馬
区
）

坪田会長が衆院議員３氏と懇談坪田会長が衆院議員３氏と懇談
2022年度診療報酬改定 プラス改定を訴える

12
月
２
日
、
全
国
保
険
医
団

体
連
合
会
（
以
下
、「
保
団
連
」）

は
、
全
国
50
会
場
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で

結
び
、
国
会
内
集
会
「『
＃
医

師
・
歯
科
医
師
の
声
を
聞
い
て

く
だ
さ
い
』
診
療
報
酬
は
大
幅

引
き
上
げ
を
！
」
を
開
催
し

た
。
当
会
か
ら
は
、
坪
田
有
史

会
長
、
森
元
主
税
理
事(

保
団

連
副
会
長)

、
事
務
局
が
参
加

し
た
。
会
場
参
加
者
は
約
80

名
、
衆
議
院
議
員
も
４
名
が
駆

け
付
け
た
。

　
保
団
連
の
住
江
憲
勇
会
長
は

冒
頭
の
挨
拶
で
、「
マ
イ
ナ
ス

改
定
で
は
医
療
が
成
り
立
た
な

い
。
プ
ラ
ス
改
定
へ
向
け
て
さ

ら
な
る
運
動
を
行
っ
て
い
く
べ

き
」
と
訴
え
た
。
続
い
て
国
会

議
員
か
ら
は
、「
医
療
に
は
マ

ン
パ
ワ
ー
を
確
保
す
る
た
め
抜

本
的
な
診
療
報
酬
引

き
上
げ
が
必
要
」

「
診
療
報
酬
を
引
き

上
げ
て
、
国
民
の
命

を
守
る
医
療
体
制
を

整
え
る
必
要
が
あ

る
」
な
ど
の
発
言
が

相
次
い
だ
。
ま
た
、

診
療
報
酬
引
き
上
げ

を
求
め
る
署
名
1
万

３
３
５
筆
を
国
会
議

員
に
提
出
し
た
。

　
こ
の
集
会
に
あ
わ

せ
、
坪
田
会
長
は
衆
参
両
院
14

名
の
国
会
議
員
へ
要
請
を
行

い
、
越
智
隆
雄
氏
（
自
民
党
）、

渡
辺
孝
一
氏
（
自
民
党
・
総
務

大
臣
政
務
官
・
歯
科
医
師
）、

米
山
隆
一
氏
（
無
所
属
）
と
懇

談
を
実
施
。
要
請
文
な
ど
を
手

渡
し
た
。

⬆自民党の越智隆雄衆議院議員
に対し、歯科医療の現状を説明
し懇談する坪田有史会長

➡歯科医師でもある自民党の
渡辺孝一衆議院議員と次期改
定について懇談する

２
０
２
１

歯
科
総
行
動
集
会

２
２
０
会
場
か
ら
５
０
０
人
参
加

小
尾
直
子
氏
ら
が
登
壇

　
「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療

を
」
全
国
連
絡
会
と
全
国
保
険

医
団
体
連
合
会
は
12
月
16

日
、
千
代
田
区
・
永
田
町
の
衆

議
院
第
２
議
員
会
館
で
「
２
０

２
１
歯
科
総
行
動
集
会
」
を

開
催
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
を
含
め
、

お
よ
そ
２
２
０
会
場
か
ら
約
５

０
０
人
が
参
加
し
た
ほ
か
、
国

会
議
員
21
人
が
駆
け
付
け
、
歯

科
医
療
に
対
す
る
考
え
を
示
し

た
。

　
集
会
で
は
、
各
地
か
ら
活
動

報
告
が
寄
せ
ら
れ
る
中
、
子
ど

も
の
歯
科
矯
正
へ
の
保
険
適
用

拡
充
に
向
け
、
山
梨
を
中
心
に

取
り
組
む
小
尾
直
子
氏
が
登

壇
。
こ
の
日
、
同
県
内
全
27
市

町
村
で
の
採
択
を
達
成
で
き
た

こ
と
を
報
告
。
５
年
間
の
取
り

組
み
を
振
り
返
り
、
関
係
者
に

感
謝
を
伝
え
た
。

国会議員に署名を提出した国会議員に署名を提出した

機
関
紙
12
月
号
に

つ
い
て
、
通
信
員

50
名
の
便
り
か
ら

抜
粋
し
ま
し
た
。

 

通
信
員
便
り

通
信
員
便
り    

№№
117117117117

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変

　

異
株
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
が

　

国
内
で
の
感
染
が
確
認
さ
れ

　

ま
し
た
。
政
府
の
対
応
に
求

　

め
る
も
の
を
。

・
素
早
い
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

　
接
種
と
経
済
の
復
興
。

　
　
　
　
　
　
　

  （
他
４
名
）

・入
国
者
の
隔
離
措
置
の
徹
底
。

　
　
　
　
　
　
　

  （
他
３
名
）

・
水
際
対
策
の
強
化
。

　
　
　
　
　
　
　

  （
他
５
名
）

・
敏
速
な
根
拠
の
あ
る
対
応
。

　
　
　
　
　
　
　

  （
他
４
名
）

・
体
制
が
整
う
ま
で
は
感
染
拡

　
大
を
遅
ら
せ
て
ほ
し
い
。

◆
財
務
省
は
２
０
２
２
年
度
診

　

療
報
酬
改
定
で
「
マ
イ
ナ
ス

　

改
定
を
す
べ
き
」
と
の
考
え

　

方
を
示
し
て
い
ま
す
。
ど
う

　

受
け
止
め
ま
す
か
。

・何
と
し
て
も
プ
ラ
ス
改
定
を
。

　
　
　
　
　
　

（
他
13
名
）

・
マ
イ
ナ
ス
改
定
の
根
拠
を
知

　
り
た
い
で
す
。　
（
他
２
名
）

・
診
療
報
酬
が
、
正
し
く
評
価

　
さ
れ
な
い
の
が
納
得
で
き
な

　
い
で
す
。

・
歯
科
の
情
勢
を
理
解
し
て
い

　
な
い
。　　
　
　
（
他
１
名
）

・
コ
ロ
ナ
も
重
な
っ
て
年
々
医

　
療
費
は
膨
ら
む
一
方
。
現
場

　
で
は
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
い

　
る
の
で
、
そ
れ
に
応
じ
て
プ

　
ラ
ス
に
し
て
ほ
し
い
。　
　
　

　
　
　
　
　
　

  　
（
他
２
名
）

◆
歯
科
衛
生
士
や
歯
科
技
工
士

　

の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
ど
う

　

考
え
ま
す
か
。

・
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ど

　
ん
ど
ん
処
遇
を
上
げ
る
べ
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  （
他
５
名
）

・
給
料
を
ア
ッ
プ
し
て
も
良
い

　
と
思
い
ま
す
が
、
保
険
点
数

　
が
上
が
ら
な
い
と
厳
し
い
で

　
す
。　　
　
　

    （
他
９
名
）

・
院
長
や
経
営
者
に
支
給
し
て

　
分
配
す
る
の
で
は
な
く
、
直

　
接
、
歯
科
衛
生
士
や
歯
科
技

　
工
士
に
支
給
す
る
助
成
金
を

　
確
立
す
べ
き
。

・
本
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
大

　
切
だ
と
思
い
ま
す
。

・
歯
科
衛
生
士
が
あ
っ
て
の
歯

　
科
医
院
で
あ
る
思
っ
て
い
ま

　
す
。　　
　
　

    （
他
１
名
）

◆
医
療
経
済
実
態
調
査
で
、
全

　

体
の
医
業
収
益
が
前
年
比
マ

　

イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し
た
。
一

方
で
医
療
法
人
は
プ
ラ
ス
、

　

個
人
は
マ
イ
ナ
ス
と
い
う
結

　

果
と
な
り
ま
し
た
が
、
先
生

　

の
診
療
所
の
状
況
や
、
法
人
・

　

個
人
間
で
の
格
差
に
つ
い
て

　

感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

・
個
人
事
業
主
で
す
が
、
法
人

　
の
先
生
方
は
そ
れ
な
り
の
経

　
営
努
力
は
し
て
い
る
と
思
う

　
の
で
、
細
か
い
と
こ
ろ
の
積

　
み
重
ね
で
差
が
出
て
し
ま
っ

　
た
と
思
い
ま
す
。（
他
１
名
）

・
二
極
化
し
て
い
る
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　

  （
他
１
名
）

・
法
人
、
個
人
で
は
来
院
患
者

　
数
が
違
う
の
で
収
益
の
変
化

　
が
出
た
と
思
い
ま
す
が
、
患

　
者
さ
ん
に
対
し
て
し
っ
か
り

　
と
向
き
合
う
先
生
で
あ
れ
ば

　
格
差
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

・
法
人
、
個
人
は
あ
ま
り
関
係

　
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

  （
他
２
名
）

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
の

実
現
を
求
め
る
請
願
」

署
名
を
議
員
に
提
出

12
月
16
日
、「
保
険
で
よ
い

歯
を
」
東
京
連
絡
会
が
国
会
で

要
請
行
動
を
行
い
、
矢
野
正
明

世
話
人
代
表
、
橋
本
健
一
協
会

理
事
が
参
加
し
、
宮
本
徹
衆
議

12
月
16
日
、
協
会
は
後
藤
茂

之
厚
生
労
働
大
臣
に
「
２
０
２

０
年
度
第
３
次
補
正
予
算
に
よ

る
医
療
体
制
確
保
支
援
補
助
金

の
迅
速
な
交
付
を
求
め
る
」
要

請
文
を
提
出
し
た
。

　
当
日
、
後
藤
大
臣
は
公
務
に

よ
り
不
在
だ
っ
た
た
め
秘
書
が

対
応
。
支
援
補
助
金
の
交
付
遅

れ
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
訴
え

た
。

―
交
付
決
定
通
知
書
が
届
か
な

い
方
は
協
会
ま
で
ご
連
絡
を

交
付
決
定
通
知
も
届
か
ず
、

い
ま
だ
に
交
付
も
な
い
と
い
う

方
に
つ
い
て
は
、
全
国
保
険
医

団
体
連
合
会
よ
り
進
捗
状
況
の

個
別
照
会
を
行
っ
て
い
る
。
医

療
提
供
体
制
支
援
金
の
に
つ
い

て
交
付
通
知
が
届
か
な
い
先
生

に
置
か
れ
ま
し
て
は
協
会
・
経

営
管
理
部
ま
で
ご
連
絡
を
。

緊急事態宣言による延期で
開業から２年後の指導が多発

新規個別指導　新規個別指導　1212月から再開月から再開
９
月
末
に
緊
急
事
態
宣
言
が

解
除
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
東

京
都
の
個
別
指
導
や
新
規
個
別

指
導
が
随
時
再
開
さ
れ
た
。
新

規
個
別
指
導
は
12
月
よ
り
再
開

し
た
が
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら

は
一
度
も
実
施
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
た
め
開
業
か
ら
指
導
通
知

が
来
る
ま
で
の
期
間
が
長
期

化
。
協
会
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談

で
は
、
開
業
か
ら
お
お
よ
そ
２

年
後
に
通
知
が
き
た
事
例
が
多

発
し
て
い
る
。

ま
た
、
指
導
に
お
い
て
は
カ

ル
テ
に
加
え
て
、
Ｘ
線
フ
ィ
ル

ム
、
患
者
提
供
文
書
の
写
し
、

歯
科
技
工
物
の
指
示
書
や
納
品

書
な
ど
が
持
参
物
に
な
っ
て
い

る
が
、
長
期
化
に
よ
っ
て
持
参

を
求
め
ら
れ
る
書
類
の
対
象
期

間
が
延
び
て
い
る
。
紛
失
に
よ

り
持
参
で
き
な
い
と
指
導
時
に

指
摘
さ
れ
や
す
い
た
め
、
新
規

個
別
指
導
を
控
え
て
い
る
会
員

は
そ
れ
ら
の
管
理
を
徹
底
し
た

い
。

歯
科
技
工
士
の
処
遇
改
善

切
実
な
窮
状
訴
え

　
ま
た
、
仙
台
歯
科
技
工
士
専

門
学
校
の
伊
藤
多
佳
男
校
長

医
療
提
供
体
制
支
援
補
助
金
　

迅
速
な
交
付
を
求
め
て
要
望
書
提
出

は
、
若
手
歯
科
技
工
士
に
お
け

る
労
働
環
境
の
窮
状
に
言

及
。
歯
科
技
工
料
や
海
外
委
託

を
は
じ
め
と
し
た
問
題
が
、
若

手
技
工
士
の
低
い
処
遇
に
つ
な

が
り
、
将
来
の
担
い
手
が
い
な

く
な
る
危
機
感
を
あ
ら
わ
に
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
ま
ず
は

技
工
料
の
７
対
３
を
確
立
さ
せ

る
べ
き
」
な
ど
の
声
が
あ
が
っ

て
い
た
。

　
最
後
に
は
、
保
団
連
歯
科
代

表
の
宇
佐
美
宏
氏
が
、
医
療
費

の
総
枠
拡
大
、
歯
科
医
療
改
善

を
求
め
る
継
続
的
な
運
動
を
呼

び
か
け
、
２
時
間
に
わ
た
る
集

会
を
締
め
く
く
っ
た
。

院
議
員
（
日
本
共
産
党
）、
末

松
義
規
衆
議
院
議
員
（
立
憲
民

主
党
）
に
「
保
険
で
よ
い
歯
科

医
療
の
実
現
を
求
め
る
請
願
署

名
」
を
提
出
し
た
。
宮
本
議
員

か
ら
は
「
保
険
で
安
心
し
て
治

療
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
は
お

か
し
い
。
国
会
で
引
き
続
き
保

険
適
用
の
拡
充
を
求
め
て
い

く
」、
末
松
議
員
か
ら
は
「
保

険
で
よ
い
歯
科
医
療
の
実
現
を

求
め
て
い
く
こ
と
は
と
て
も
重

要
な
こ
と
だ
。
協
力
し
て
実
現

を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

（ 1 1） 第６２２号 ２０２２年（令和４年）1月1日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918



東京歯科保険医協会は、1973年4
月に発足し、「歯科保険医の経営・生
活並びに権利」を守ることを目的に
会員のサポートを行っています。
（2021年12月1日時点で会員数5937名）

 お問い合わせ ：お問い合わせ ： 

　☎☎0303－3205－2999－3205－2999
　　　（組織部／平日9 ：　　　（組織部／平日9 ： 3030 ～～ 1717 ：： 3030））

東京東京歯科歯科保険医協会保険医協会頼りになります頼りになります
会員会員５９３７人の経営・生活・権利を守り、地域医療の改善へ５９３７人の経営・生活・権利を守り、地域医療の改善へ

❶❶保険診療 ・ 保険請求対策保険診療 ・ 保険請求対策
 ～～日々の診療で、 頼りになります～日々の診療で、 頼りになります～

　　　疑問点にも即対応！　　　疑問点にも即対応！

●日常の保険請求や返戻の疑問に関する電話相談
●新規個別指導、個別指導の通知が届いた際の準備
●その他会員サポート
　会員向けに発行している「東京歯科保険医新聞」、登録会員にFAX配信する「F-NEX」、タイムリーに的確な
更新を行う「協会ホームページ」、登録会員にメール配信する「デンタルブック」を通じ、厚生労働省や東京都
の様々な情報を配信しています。

協会会員の協会会員の

❺❺つつのメリットのメリット

❸❸知識 ・ 技術を高める知識 ・ 技術を高める
　　　　　　研究会 ・ 講習会　　　　　　研究会 ・ 講習会
 ～～学術、 施設基準、 医療連携など学術、 施設基準、 医療連携など

　　　　 様々な分野で、 頼りになります～　　　　 様々な分野で、 頼りになります～

●施設基準講習会（歯初診・外来環・歯援診・か強診）
●学術研究会、若手歯科医師向け学術ベーシック講座
●医療連携のための講習会、医療安全講習会
●睡眠時無呼吸症（SAS）のOA治療の講習会
●新規開業医講習会
●スタッフ向けの各種講習会
  （接遇、ＴＢＩ、シャープニング、ルートプレーニングなど）

❺❺会員のための共済制度会員のための共済制度
 ～～まさかへの備えも、 頼りになります～まさかへの備えも、 頼りになります～

●保険医休業保障共済保険（休業保障制度）
　：病気やけがにより休業した時のために
●第２休業保障制度（団体所得補償保険）：従業員も加入可
●グループ生命保険（団体定期保険）：会員加入者数No.1
●保険医年金（拠出型企業年金保険）：将来の積立に！

❹❹医院経営をタイムリーにサポート医院経営をタイムリーにサポート
 ～～顧問弁護士 ・ 税理士との顧問弁護士 ・ 税理士との

　　　　　　無料相談会も、 頼りになります～　　　　　　無料相談会も、 頼りになります～

●会員無料相談デー
　毎月第３木曜日（午後
２時～５時）開催。
　当協会の顧問税理
士、顧問弁護士が対応
し、専門家としての見
地からアドバイスいた
します。
（1名１時間、電話申し込み制）

法律相談の様子法律相談の様子

歯科医院の経営者でもある歯科医師をサポートしま
す。確定申告や税務調査に関する電話相談や、患者さん
とのトラブルなどを含む相談も受け付けています。ま
た、新型コロナウイルスに係る補助金、支援金の動画も
配信しています。

東京歯科保険医協会

公式ホームページ公式ホームページ
（詳しくはこちらから）（詳しくはこちらから）

●３月から「新点数説明会」を４回開
　催します。今回はライブ配信、オン
　デマンド配信も予定。
●使用するテキスト「改定の要点と解
　説」は、会員の先生に１冊無料進呈。

2020年度改定時2020年度改定時
テキストテキスト

新点数説明会（コロナ禍以前の2018年度改定時の会場風景）新点数説明会（コロナ禍以前の2018年度改定時の会場風景）

❷❷２０２２２０２２年度診療報酬改定対策年度診療報酬改定対策
 ～～新点数説明会、 頼りになります～新点数説明会、 頼りになります～

お問い合わせフォームお問い合わせフォーム
（24時間資料請求可能）（24時間資料請求可能）

ぜひご紹介くださいぜひご紹介ください
　先生のお知り合いの開業なさる先生、勤務医の先生のお知り合いの開業なさる先生、勤務医の
 先生、まだ当協会の会員ではない先生、お近く 先生、まだ当協会の会員ではない先生、お近く
 におられましたら、当協会をぜひご紹介ください。 におられましたら、当協会をぜひご紹介ください。

（１２）第６２２号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２２年（令和４年）１月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com
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